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ジ
ア
の
時
代
」
と
い
わ
れ
て
久
し
い
。

そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
時
期
は
ア
ジ
ア

Ｎ
Ｉ
Ｅ
s（
韓
国
、台
湾
、香
港
、シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
）の
存
在
が
喧
伝
さ
れ
た
1
9
8
0

年
代
だ
。
　
　

　
1
9
9
0
年
代
に
は
中
国
が
目
覚
ま
し
い
成

長
を
遂
げ
、
21
世
紀
に
入
る
と
、
そ
の
中
国
と

と
も
に
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
s
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、

イ
ン
ド
、
中
国
）
と
い
う
言
葉
で
括
ら
れ
た
イ

ン
ド
の
勃
興
に
注
目
が
集
ま
る
一
方
、
経
済
危

機
を
乗
り
越
え
て
躍
進
す
る
韓
国
の
存
在
が
輝

き
を
増
し
た
。

　
そ
し
て
今
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
も
か
ら
ん
で
、
新

た
な
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
堅
調
な
経
済

成
長
が
続
く
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
あ
る
。
度
重

な
る
反
日
運
動
が
起
こ
り
、
進
出
先
を
中
国
に

偏
重
し
て
き
た
リ
ス
ク
も
露
呈
す
る
な
か
、
豊

富
な
労
働
力
と
分
厚
い
中
間
層
と
い
う
魅
力
を

兼
ね
備
え
た
こ
の
地
域
の
国
々
に
、
ま
す
ま
す

熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
う
ま
く
い
か
な
い
。
現
地
の
人
材

活
用
の
話
で
あ
る
。
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進

は
じ
め
に

実
感
知
か
ら
実
態
値
へ

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所 

研
究
員 

萩
原
牧
子

し
て
い
く
に
は
、
現
地
を
よ
く
知
る
、
地
元
の

人
材
が
貴
重
な
経
営
資
源
と
な
る
は
ず
だ
。
し

か
し
、
未
だ
に
多
く
の
企
業
で
は
経
営
陣
を
日

本
人
が
占
め
、
現
地
の
社
員
を
責
任
あ
る
立
場

に
就
か
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
日
本
側

の
権
限
移
譲
が
不
十
分
だ
と
よ
く
い
わ
れ
る
が
、

実
は
、
任
せ
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
採
用
で
き

て
い
な
い
と
い
う
実
情
も
あ
る
。「
彼
ら
は
す

ぐ
に
辞
め
て
し
ま
う
」「
管
理
職
層
が
採
用
で

き
な
い
」
な
ど
、
日
本
企
業
の
抱
え
る
悩
み
は

共
通
し
て
い
る
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
現
地
の

優
秀
な
人
材
を
採
用
し
、
そ
の
定
着
率
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、

彼
ら
は
、
ど
の
よ
う
に
就
職
し
、
ど
れ
く
ら
い

転
職
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
か
。
こ
う

し
た
実
態
を
人
事
施
策
に
生
か
し
た
く
て
も
、

こ
れ
ま
で
は
、
比
較
可
能
な
デ
ー
タ
が
驚
く
ほ

ど
な
く
、
各
国
で
の
実
感
知
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
現
地
で
の
人
材
活
用
に
欠
か
せ
な

い
基
本
情
報
を
収
集
す
べ
く
、
多
国
間
で
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
調
査
名
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ー
ベ
イ
で
あ
る
。
対

象
と
し
た
の
は
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
東
南
ア
ジ
ア
の
中
核

4
カ
国
の
ほ
か
に
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、

そ
し
て
日
本
を
加
え
た
合
計
8
カ
国
で
、
調
査

の
特
徴
は
次
の
3
点
で
あ
る
。

働
く
こ
と
に
関
す
る 

基
本
的
な
情
報
を
把
握
す
る

　
今
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
の
か
、
仕
事
で

重
視
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
、
入
職
時
期
や
手

段
、
こ
れ
ま
で
の
転
職
経
験
な
ど
、
働
く
こ
と

に
関
す
る
各
国
の
基
本
的
な
情
報
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

分
析
対
象
を
20
代
、30
代
の 

都
市
部
の
大
卒
雇
用
者
に 

限
定
す
る

　
た
と
え
そ
の
国
に
統
計
値
が
存
在
し
て
い
て

も
、
国
の
内
情
が
多
様
性
に
富
む
場
合
は
、
そ

の
平
均
値
が
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
誰
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
か
、
焦

点
を
絞
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
今
回
は
、
日

本
企
業
が
管
理
職
候
補
と
し
て
採
用
し
う
る
、

大
卒
の
20
代
、
30
代
で
、
都
市
部
で
働
い
て
い

る
人
に
調
査
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
報
告

書
で
は
、
分
析
対
象
を
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
に

限
定
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
卒
者
と
い
っ

て
も
、
各
国
の
進
学
率
の
違
い
に
よ
っ
て
、
そ

の
国
に
お
け
る
大
卒
者
の
価
値
は
ま
っ
た
く
異

な
る
こ
と
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

多
国
間
比
較
で 

特
徴
を
見
る

　
こ
う
し
た
雇
用
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
多
国
間
で
比
較
で
き
る
も
の
が
な
く
「
日

本
と
比
べ
て
ど
う
か
」
と
い
う
観
点
の
み
で
比

較
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
今
回
は
違
う
。
多
国
間
比
較
に
よ
り
、

特
徴
的
な
国
は
ど
こ
か
、
似
て
い
る
国
は
ど
こ

と
ど
こ
か
を
実
態
値
を
も
と
に
相
対
的
に
探
る

こ
と
が
で
き
る
。
2
国
間
比
較
で
は
日
本
と
比

べ
て
対
照
的
だ
と
思
え
た
国
も
、
ア
ジ
ア
の
な

か
で
見
る
と
意
外
と
日
本
に
近
い
存
在
だ
っ
た

❶❷

❸

ア
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左の表に従い、各国の大卒20代、30代の雇用者のプロフィールを紹介して
おく。既婚率は中国で６割強と最も高く、インド（53.４％）、インドネシア
（51.３％）、ベトナム（45.０％）、マレーシア（44.２％）と続く。晩婚化が問題
視される日本（37.８％）だが、韓国（29.９％）やタイ（23.８％）に比べると、既
婚率は高い。次に、子供がいる割合は、既婚率の１位、２位が逆転して、イン
ド（38.９％）が最も高く、中国（38.６％）、インドネシア（34.６％）、ベトナム
（33.５％）、マレーシア（31.０％）と続く。
男女差を見ると、既婚率についてほとんど差がないのが、中国、韓国、マレ
ーシア、日本であり、そのうち、子供のいる割合では男性のほうが高くなる
のが、中国、韓国、日本である。既婚率、子供の割合ともに、女性のほうが高
いのが、インドとベトナムで、既婚率で男性のほうが高いのが、タイ、イン
ドネシア、アメリカである。
親との同居率を見ると、インド（51.１％）が最も高く、韓国（48.８％）、タイ、
マレーシア（42.５％）と続く。結婚している割合、子供がいる割合がともに
高い国は、親との同居率が高い傾向が見られる。

中国 韓国 インド タイ マレーシア インドネシア ベトナム アメリカ 日本

上海 ソウル
デリー+
ムンバイ

※デリー優先
バンコク圏 クアラルン

プール圏 ジャカルタ圏 ハノイ+
ホーチミン

ニューヨーク+
カリフォルニ

ア州

東京都、神奈川
県、千葉県、埼

玉県
エリア

中国語
（簡体字） 韓国語 英語 タイ語 マレーシア語

+英語
インドネシア語
+英語 ベトナム語 英語 日本語調査言語

男女20〜39歳 男女18〜59歳対象年齢

大卒以上（短大卒は含まない）かつ働いている人 雇用者と
業務委託その他条件

性×年齢（10歳刻み）で150サンプルずつ、計600割付

性×年齢
（5歳刻み）×
就業形態×
エリアで母集団
に合わせた割付

インターネットモニター調査調査方法

2012年9月14〜21日調査期間 同12月3〜11日 同9月19〜27日

※日本では、隔年で実施しているワーキングパーソン調査（2012）に比較用の設問を追加した形で調査を実施したため、調査対象者の条件や割付方法がほかと異なる
※本報告書の分析対象は大卒以上の男女20〜39歳で雇用者に限定し、日本は条件に合う600サンプルを抜き出している

調査概要

分析対象者のプロフィール（※数字は％）

中国
男性
女性

韓国
男性
女性

インド
男性
女性

タイ
男性
女性

マレーシア
男性
女性

インドネシア
男性
女性

ベトナム
男性
女性

アメリカ
男性
女性

日本
男性
女性

と
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
逆
に
、

他
国
と
比
べ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
日
本
が
特
異
だ

っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
な
お
、
世
界
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
を

示
す
た
め
に
、
ア
ジ
ア
間
の
比
較
に
加
え
、
ア

メ
リ
カ
で
も
同
様
の
調
査
を
実
施
し
、
参
照
デ

ー
タ
と
し
て
掲
載
し
た
。

　
こ
の
報
告
書
が
、
雇
用
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

進
め
る
う
え
で
の
日
本
企
業
の
人
事
の
手
引
き

と
な
れ
ば
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。

　
で
は
早
速
、
彼
ら
を
、
そ
し
て
、
私
た
ち
を

見
に
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

結婚
している 子供がいる 親と同居

している
一人暮らし
である

60.6
60.7
60.5

38.6
39.3
38.0

34.6
28.7
39.9

12.7
16.2
9.6

29.9
30.6
29.2

15.8
18.3
13.4

48.8
46.8
50.7

20.8
21.6
20.1

53.4
49.4
57.4

38.9
33.2
44.6

51.1
56.4
45.9

10.1
12.0
8.3

23.8
26.3
21.3

13.0
11.7
14.2

42.5
42.9
42.1

26.5
25.1
28.0

44.2
45.7
42.5

31.0
11.7
14.2

42.5
42.9
42.1

26.5
25.1
28.0

51.3
58.7
43.3

34.6
44.0
24.5

33.2
29.4
37.3

32.2
33.3
30.9

45.0
42.9
47.0

33.5
31.6
35.3

35.5
35.0
36.0

26.0
28.2
24.0

42.3
46.3
38.7

28.0
30.0
26.2

15.3
13.3
17.2

28.4
29.2
27.7

37.8
37.7
38.0

21.5
24.0
19.0

26.0
26.3
25.7

24.8
37.7
32.0
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8カ国の
プロフィール

①面積
②人口
③首都
④宗教
⑤政治体制
⑥GDP成長率（実質）
⑦１人当たりGDP（名目）
⑧失業率
⑨高等教育機関進学率

出典：『世界年鑑2012』共同通信社
JETROホームページ：http://www.jetro.
go.jp/world/search/compare/
UNESCOホームページ：
http://stats.uis.unesco.org/unesco/
TableViewer/tableView.aspx?ReportId=3
345&IF_Language=eng
『人間開発報告書2011』国連開発計画
http://hdr.undp.org/en/media/
HDR_2011_JP_Summary.pdf

日本
①37万7954.84平方キロ
②1億2805万7352人（2010年）
③東京
④神道、仏教、キリスト教など
⑤議会制民主主義。首相が
実質的権力者
⑥－0.8%（2011年）
⑦4万5870ドル（2011年）
⑧4.6%（2011年）
⑨60%（2010年）

ベトナム
社会主義共和国
①33万1212平方キロ
②8879万2000人（2011年）
③ハノイ
④仏教、南部にカオダイ教、
ホアハオ教。カトリックは
人口の約7％
⑤社会主義共和制。共産党
一党支配
⑥5.9%（2011年）
⑦1374ドル（2011年）
⑧5.9%（2011年）
⑨22%（2010年）

大韓民国
①10万214平方キロ
②4898万9000人（2011年7月）
③ソウル
④仏教22.8％、プロテスタン
ト18.3％、カトリック10.9％、
無宗教46.9%（2005年）
⑤共和制。大統領が最高権力
者
⑥3.6%（2011年）
⑦2万2424ドル（2011年）
⑧3.4％（2011年）
⑨103％（複数の学校に通う学生
がカウントされている、2010年）

マレーシア
①32万9847平方キロ
②2885万9000人（2011年）
③クアラルンプール
④国教はイスラム教。マ
レー系はイスラム教、中国
系は仏教、インド系はヒン
ズー教
⑤立憲君主制。議院内閣制
⑥5.1%（2011年）
⑦1万85ドル（2011年）
⑧3.1%（2011年）
⑨40%（2009年）
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人間開発指数（HDI）の算出法

人間開発指数（HDI）
の順位（2011年）

各国の人間が持つ選択肢の豊かさを示す経済社会
指標で、国連開発計画（UNDP）が毎年測定し、
発表している。長く健康的な生活を表す「平均寿
命」、知識獲得機会の多さを表す「成人識字率と
総就学率」、人間らしい生活水準の基準となる「1
人当たりGDPの数値」を総合して算出される。最
高は1で最低は0となる。1に近いほど、人間の開
発が進んでいることになる。ここに掲載されてい
るのは2011年の数値で、全187カ国。

人間開発指数（HDI：Human 
Development Index）について

中華人民共和国
①960万平方キロ
②13億4735万人（2011
年）

③北京
④憲法で信教の自由を
保障しているが実質的
には規制
⑤共産党一党支配の社
会主義国家
⑥9.3％（2011年）
⑦5417ドル（2011年）
⑧4.1%（2011年）
⑨26％（2010年）

インド
①328万7263平方キロ
②12億4149万人（2011年）
③ニューデリー
④ヒンズー教80.5％、イスラ
ム教13.4％、キリスト教2.3％、
シーク教1.9％、仏教0.8％、
ジャイナ教0.4%など（2001年）
⑤連邦共和制。首相が実質的な
権力者
⑥6.5%（2011年）
⑦1514ドル（2011年）
⑧9.4%（2011年）
⑨18%（2010年）

タイ王国
①51万3115平方キロ
②6951万9000人（2011年）
③バンコク
④94％が仏教。イスラム教
5％
⑤立憲君主制。議院内閣制
⑥0.1%（2011年）
⑦5395ドル（2011年）
⑧0.68%（2011年）
⑨46%（2010年）

インドネシア共和国
①190万4569平方キロ
②2億4232万6000人（2011年）
③ジャカルタ
④イスラム教88%、プロテス
タント6%、カトリック3%、ヒ
ンズー教2%、仏教0.8%
⑤共和制。大統領が最高権力
者
⑥6.5%（2011年）
⑦3512ドル（2011年）
⑧6.6%（2011年）
⑨23％（2010年）

ノルウェー
オーストリア
オランダ
アメリカ
ニュージーランド
カナダ
アイルランド
リヒテンシュタイン
ドイツ
スウェーデン
スイス
日本
香港
アイスランド
韓国
デンマーク
イスラエル

メキシコ
パナマ
セルビア
アンティグア・バーブーダ
マレーシア
トリニダード・トバゴ
クウェート
リビア

ドミニカ共和国
サモア
フィジー
中国
トルクメニスタン
タイ
スリナム
エルサルバドル

ホンジュラス
キリバス
南アフリカ
インドネシア
バヌアツ
キルギス
タジキスタン
ベトナム
ニカラグア
モロッコ
グアテマラ
イラク
カーボヴェルデ
インド
ガーナ
赤道ギニア
コンゴ民主共和国

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

57
58
59
60
61
62
63
64

98
99
100
101
102
103
104
105

121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
～

0.943
0.929
0.910
0.910
0.908
0.908
0.908
0.905
0.905
0.904
0.903
0.901
0.898
0.898
0.897
0.895
0.888

0.770
0.768
0.766
0.764
0.761
0.760
0.760
0.760

0.689
0.688
0.688
0.687
0.686
0.682
0.680
0.674

0.625
0.624
0.619
0.617
0.617
0.615
0.607
0.593
0.589
0.582
0.574
0.573
0.568
0.547
0.541
0.537
0.533

HDI 値国名順位

注目する側面 長寿で健康な
生活

長寿で健康な 知識 人間らしい
生活

使う指標 出生時
平均余命

成人識字率／
総就学率
成人識字率／ 1人当たり

GDP

平均寿命
指数 教育指数 GDP指数

人間開発指数
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仕事を
するう

えで、

あなた
が特に

大切だ
と

思うも
のは何

ですか
。

アジアの
「働く」を
理解する
基本情報
ここでは、後に続く分析の基本となるデータを掲載している。
仕事を始めた年齢、勤務時間、雇用形態、仕事上で重視している
こと、望ましいワークスタイル、昇進・昇給の男女差……アジア
といっても決して一枚岩ではないことに驚かされるだろう。

1-1．ベーシックデータ
“アジア型”雇用社会の現実…………9

１-２．仕事で重視すること
給料か、キャリアか、それとも人間関係か…………12

１-３．働くうえでの価値観
日本とインドが両極を構成…………14

１-４．昇進および所得の男女比較
男女平等はインドとベトナム、さて日本は…… ………16

COLUMN
非雇用者はどう働いているのか…………18

より詳しく知りたい人のためのデータ集Ⅰ…………19

Part1

1-

1
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ま
ず
、
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
最
初
の
勤
務

先
に
入
っ
た
年
齢
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
国
に

よ
っ
て
は
大
学
卒
業
後
の
20
代
で
す
ぐ
に
就
職

し
な
い
人
も
多
い
。
こ
の
調
査
は
20
代
、
30
代
、

そ
れ
ぞ
れ
同
数
の
「
働
い
て
い
る
人
」
だ
け
を

対
象
に
し
て
い
る
た
め
、
単
純
に
入
社
年
齢
を

計
算
す
る
と
、「
ま
だ
働
い
て
い
な
い
」
人
の

存
在
を
無
視
し
て
し
ま
う
た
め
、
国
の
実
態
よ

り
値
が
ず
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ

で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
働
い
て
い
る
30
代
の
デ

ー
タ
に
限
定
し
て
集
計
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
図
表
1

－

１

－

１
の
男
女
平
均
を
見
る
と
、

韓
国
が
26
・
１
歳
と
突
出
し
て
高
く
、
そ
の
他

の
国
は
い
ず
れ
も
23
～
24
歳
台
で
あ
る
。
男
女

別
に
見
て
も
、
韓
国
が
最
高
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
が
、男
性
27
・
３
歳
、女
性
24
・
９

歳
と
、
男
性
の
ほ
う
が
高
い
。

　
も
っ
と
詳
し
く
調
べ
る
と
、
韓
国
男
性
の
８

割
弱
が
20
代
後
半
に
入
職
し
、
30
代
以
降
に
入

職
す
る
人
も
12
・
０
％
い
た
。
入
職
年
齢
が
な

ぜ
こ
れ
ほ
ど
高
い
か
と
い
う
と
、
男
性
に
は
徴

兵
制
が
あ
り
在
学
中
に
休
学
し
て
兵
役
に
就
く

場
合
が
多
い
こ
と
、
男
女
と
も
に
、
厳
し
い
就

職
競
争
を
有
利
に
す
る
た
め
に
、
留
学
し
た
り
、

一
時
、
語
学
専
門
学
校
に
通
う
た
め
に
大
学
を

休
学
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
、
卒
業
後
も
望

ま
し
い
就
職
先
が
見
つ
か
る
ま
で
就
職
浪
人
を

続
け
る
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
理
由
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
。

内
資
系
企
業
勤
務
者
ば
か
り
な
の
は
、

韓
国
、日
本
だ
け

　
次
に
勤
務
形
態
と
勤
務
先
を
見
て
み
よ
う

（
図
表
１

－

１

－

２
）。
公
務
員
の
割
合
に
注
目

1-

1

1-1-1
入社年齢（現在30代）

中国
韓国
インド
タイ
マレーシア
インドネシア
ベトナム
アメリカ
日本

23.3 
26.1 
23.7 
23.5 
24.0 
24.2 
24.2 
24.1 
23.5 

男女

23.3
27.3
23.7
23.3
23.9
24.3
24.4
24.6
23.7

23.2
24.9
23.7
23.6
24.0
24.0
24.1
23.6
23.3

男性 女性

a.平均 24歳まで

中国
男性
女性

韓国
男性
女性

インド
男性
女性

タイ
男性
女性

マレーシア
男性
女性

インドネシア
男性
女性

ベトナム
男性
女性

アメリカ
男性
女性

日本
男性
女性

25～29歳 30歳以上

82.3

b.分布
100％

17.7
80.6 18.6 0.8

8.5 79.4 12.0
52.8 42.3 4.9

68.5 30.6 0.8
56.3 41.2 2.5

79.2 18.3 2.5
68.3 26.2 5.6

67.8 30.4 1.7
71.2 23.1 5.8

57.2 39.5 3.2
66.4 31.0 2.6

61.4 34.6 3.9
70.8 23.4 5.8

54.9 33.6 11.4
67.7 27.6 4.7

76.0 22.0 2.0
83.4 15.3 1.4

中国

韓国
インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

アメリカ

1-1-2
勤務形態と
勤務先の種類

会社員・団体職員 国営・公営

日本

会社員・団体職員 民間（内資）

会社員・団体職員 民間（外資） 会社員・団体職員 民間（合資）

公務員

4.6 24.7 21.8 35.7 13.1

8.9 8.7 76.7 3.6 2.1

7.0 14.7 46.0 22.4 9.9

9.2 9.0 56.7 14.8 10.4

14.2 7.9 47.3 22.3 8.3

10.5 7.0 50.1 16.3 16.1

20.4 14.0 36.6 20.4 8.6

8.7 20.6 60.3 3.4 7.1

4.7 7.7 80.2 5.3 2.2

（歳）
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10 20 30 40 50 70 8060 90

す
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
で
20
・
４
％
と
最
も
高
く
、

マ
レ
ー
シ
ア
（
14
・
２
％
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
10
・
５
％
）
と
続
く
。
一
方
で
、
中
国

（
４
・
６
％
）
と
日
本
（
４
・
７
％
）
は
５
％
に

満
た
な
い
。
続
い
て
、
国
営
・
公
営
企
業
勤
務

者
の
割
合
を
見
る
と
、
高
い
順
に
、
中
国

（
24
・
７
％
）、
ア
メ
リ
カ
（
20
・
６
％
）、
イ

ン
ド
（
14
・
７
％
）、ベ
ト
ナ
ム
（
14
・
０
％
）

と
な
る
。
先
ほ
ど
の
公
務
員
の
数
字
と
合
わ
せ

る
と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
勤
務
先
で
働
い
て
い
る

割
合
が
最
も
高
い
の
が
ベ
ト
ナ
ム（
34
・
４
％
）

で
あ
り
、
中
国
と
ア
メ
リ
カ
（
29
・
３
％
）
が

そ
れ
に
続
く
。
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
は
社
会
主
義

国
だ
か
ら
当
然
と
い
え
る
が
、
ア
メ
リ
カ
は
意

外
に
「
大
き
な
政
府
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
外
資
系
企
業
勤
務
者
の
割
合
が
高

い
の
も
中
国
（
35
・
７
％
）
で
あ
り
、
合
資

（
13
・
１
％
）
と
合
わ
せ
て
、
海
外
資
本
が
入

っ
た
企
業
の
勤
務
者
は
48
・
８
％
に
も
達
す
る
。

中
国
は
１
９
８
０
年
代
か
ら
本
格
化
し
た
改
革

開
放
政
策
に
よ
り
、
海
外
か
ら
直
接
投
資
を
呼

び
込
み
、
生
産
拠
点
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し

た
。
一
時
、「
世
界
の
工
場
」
と
い
わ
れ
た
中

国
も
、
今
は
「
世
界
の
市
場
」
の
役
割
も
担
い
、

海
外
か
ら
活
発
に
資
本
を
集
め
て
い
る
。
こ
う

し
た
海
外
資
本
が
入
っ
た
企
業
（
外
資
と
合

資
）
の
勤
務
者
割
合
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
32
・
４
％
）、
イ
ン
ド
（
32
・
３
％
）、
マ
レ

ー
シ
ア
（
30
・
６
％
）、
タ
イ
（
25
・
２
％
）

も
３
割
前
後
と
高
く
、
中
国
に
続
く
投
資
先
と

し
て
の
地
位
を
虎
視
眈
々
と
狙
っ
て
い
る
か
の

よ
う
だ
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
内
資
系
企
業
勤
務

者
で
全
体
の
８
割
前
後
に
達
し
て
い
る
の
が
日

本
と
韓
国
で
あ
る
。
経
済
が
発
展
す
る
と
国
内

1-1-3 現在の職種

中国
男性
女性

事務職（一般事務、人事、企画など） 専門職・技術職（技術者、医師、弁護士、教員など）

販売職（販売店員、レジなど）

営業職

サービス職（理美容師、調理師、接客業など） 生産工程・労務職（建築作業者、生産工程作業員など）

運輸職（ドライバー、鉄道運転従事者など）農林漁業職 その他

韓国
男性
女性

インド
男性
女性

タイ
男性
女性

マレーシア
男性
女性

インドネシア
男性
女性

ベトナム
男性
女性

アメリカ
男性
女性

日本
男性
女性

100％
51.9 35.9 6.9

40.5 46.2 7.3

62.4 26.6 6.6

63.3 28.1

59.4 31.3

67.3 25.0

39.8 36.9 10.1

35.7 40.7 6.2 10.8

43.8 33.1 6.2 9.5

43.5 32.9 6.8 7.8

36.1 43.7 5.9 8.9

32.0 44.5 9.7

54.7 21.7 9.8 5.9 5.9

30.2 51.4 5.7 6.9

42.5 35.4 6.2 11.1

54.2 24.1 6.0 9.1

49.2 27.4 6.7 9.1

59.7 20.6 5.2 9.0

44.6 37.7 10.0

31.6 49.6 10.5

56.9

41.1 29.0 5.0 5.8 11.5

40.8 29.6 6.7 5.0 8.3

41.4 28.5 7.4 14.5

37.7 34.8 8.7 6.7 5.3

28.3 40.7 13.0 6.0 5.0

47.0 29.0 7.3 6.7

0

26.5 9.5

※ 5.0%未満の項目は数値の表記を省略した

1-

2
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の
民
間
企
業
が
成
長
す
る
。
両
国
の
勤
務
先
の

偏
り
は
、
そ
の
結
果
を
表
し
て
い
る
の
と
同
時

に
、
海
外
投
資
先
と
し
て
の
魅
力
が
小
さ
い
と

い
う
証
左
か
も
し
れ
な
い
。

　
続
い
て
、
職
種
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
（
図

表
１

－
１

－

３
）。
す
べ
て
の
国
に
お
い
て
、

事
務
職
と
専
門
職
・
技
術
職
の
２
つ
の
割
合
が

大
き
く
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
除
く
す
べ
て
の
国
で
、

事
務
職
が
最
も
高
い
。
男
女
別
に
見
る
と
、
ア

メ
リ
カ
を
除
く
す
べ
て
の
国
で
男
女
差
が
目
立

つ
。
女
性
よ
り
男
性
の
ほ
う
が
専
門
職
・
技
術

職
の
割
合
が
高
く
、
女
性
の
ほ
う
が
事
務
職
の

割
合
が
高
い
。
差
が
最
も
大
き
い
の
が
ベ
ト
ナ

ム
で
あ
り
、
事
務
職
に
つ
い
て
の
男
女
差
は

25
・
３
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
の
後
に
、
タ
イ

（
22
・
７
ポ
イ
ン
ト
）、
中
国
（
21
・
９
ポ
イ
ン

ト
）、
日
本
（
18
・
７
ポ
イ
ン
ト
）、
マ
レ
ー
シ

ア
（
12
・
３
ポ
イ
ン
ト
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
10
・
５
ポ
イ
ン
ト
）
と
続
く
。

　
勤
務
時
間
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
フ
ル
タ
イ
ム

（
週
労
働
時
間
35
時
間
以
上
）
か
否
か
を
比
較

し
た
（
図
表
１

－

１

－

４
）。
ア
メ
リ
カ
と
日

本
を
除
く
す
べ
て
の
国
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
が
9

割
以
上
を
占
め
、
中
国
で
は
99
・
６
％
と
、
ほ

ぼ
全
員
が
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
。
詳
細

を
男
女
別
に
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
は
、

女
性
の
２
割
前
後
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
い
て

い
る
の
に
比
べ
、
他
の
国
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

女
性
が
男
性
と
同
じ
く
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て

い
る
。
男
性
と
女
性
に
差
が
あ
る
と
し
て
も
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
６
・
３
ポ
イ
ン
ト
が
最
も
大

き
く
、
次
が
韓
国
の
３
・
４
ポ
イ
ン
ト
と
、
そ

の
差
は
小
さ
い
。

　
日
本
で
い
う
正
社
員
、
つ
ま
り
、
無
期
雇
用

か
否
か
も
比
較
し
た
。
図
表
１

－

１

－

５
を
見

る
と
、
無
期
雇
用
の
割
合
が
８
割
を
超
え
る
国

が
ほ
と
ん
ど
で
、
日
本
が
75
・
５
％
、
中
国
が

69
・
９
％
と
低
め
、ベ
ト
ナ
ム
だ
け
が
46
・
６
％

と
半
数
を
切
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
１
年
未
満

の
有
期
雇
用
、
１
年
以
上
３
年
未
満
の
有
期
雇

用
、
無
期
雇
用
と
い
う
雇
用
区
分
が
あ
る
が
、

1
年
以
上
3
年
未
満
の
有
期
雇
用
に
は
対
象
業

務
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
た
め
多
く
の
人
が
こ

の
契
約
で
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
1
回
の
契
約

更
新
を
重
ね
て
無
期
雇
用
に
移
行
す
る
。
こ
う

し
た
事
情
が
数
値
の
背
景
に
あ
る
わ
け
だ
。

労
働
時
間
、雇
用
形
態
男
女
差
が 

顕
著
な
の
は
日
本
の
み

　
男
女
差
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
女
性
の
無
期

雇
用
の
割
合
が
男
性
よ
り
24
・
4
ポ
イ
ン
ト
も

少
な
い
こ
と
が
目
立
つ
。
日
本
以
外
は
、
韓
国

（
９
・
２
ポ
イ
ン
ト
）、
マ
レ
ー
シ
ア
（
７
・
７
ポ

イ
ン
ト
）、
イ
ン
ド
（
５
・
８
ポ
イ
ン
ト
）
と
、

そ
の
差
は
大
き
く
な
い
。
つ
ま
り
、
労
働
時
間
、

雇
用
形
態
の
双
方
で
男
女
差
が
顕
著
な
の
は
日

本
だ
け
の
よ
う
だ
。
分
析
対
象
者
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
（
5
ペ
ー
ジ
）
で
見
た
よ
う
に
、
女
性
の
既

婚
率
や
子
供
の
い
る
割
合
は
、
韓
国
と
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
を
除
く
す
べ
て
の
国
で
日
本
よ
り

高
い
。
結
婚
や
出
産
と
い
う
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

を
経
て
も
、
働
き
方
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、

女
性
が
男
性
と
同
じ
よ
う
に
働
く
こ
と
の
ほ
う

が
ア
ジ
ア
で
は
王
道
の
よ
う
だ
。

1-1-4 フルタイム（週労働時間35時間以上）の割合

99.6

100

99.3

94.0

95.7

92.3

96.9

97.5

96.3

96.8

98.4

95.3

97.5

98.8

96.0

93.4

96.4

90.1

96.4

96.2

96.5

84.9

91.3

78.9

86.3

92.3

80.3

中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

日
本

男
性
女
性

男
性
女
性

男
性
女
性

男
性
女
性

男
性
女
性

男
性
女
性

男
性
女
性

男
性
女
性

男
性
女
性

0％

0％

1-1-5 無期雇用の割合

69.9

72.1

67.9

84.2

88.8

79.6

88.0

90.9

85.1

87.2

86.6

87.8

89.8

93.5

85.8

81.4

81.7

81.1

46.6

47.4

45.9 86.5

87.1

85.9

75.5

87.7

63.3
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仕
事
で
重
視
す
る
こ
と

給
料
か
、キ
ャ
リ
ア
か
、

そ
れ
と
も
人
間
関
係
か

目
の「
良
好
な
職
場
の
人
間
関
係
」は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
３
番
目
に
選
択
率
が
高
い
の
を
除
け

ば
、
他
の
国
で
は
10
設
問
中
５
番
目
以
降
と
い

う
低
い
選
択
率
で
あ
る
。
日
本
企
業
は
長
期
雇

用
を
前
提
に
し
た
人
事
異
動
で
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
人
材
を
育
成
す
る
。
雇
用
契
約
は
職
務
（
ジ

ョ
ブ
）
が
仲
立
ち
と
な
ら
な
い
。
ほ
か
と
比
べ
、

人
間
関
係
と
い
う
組
織
風
土
を
重
視
す
る
傾
向

が
数
値
に
強
く
出
る
の
は
当
然
と
も
い
え
る
。

　
２
番
目
に
高
い
選
択
肢
に
注
目
す
る
と
２
つ

の
グ
ル
ー
プ
が
浮
か
び
上
が
る
。「
明
確
な
キ

ャ
リ
ア
パ
ス
」
が
重
要
な
中
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
グ
ル
ー
プ
と
、「
雇
用
の
安
定
性
」
が
重
要

な
イ
ン
ド
・
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。
一
方
、
独
自
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
の

が
、「
適
切
な
勤
務
時
間
・
休
日
」
重
視
の
韓

国
と
、「
教
育
研
修
の
機
会
」
重
視
の
ベ
ト
ナ

ム
で
あ
る
。

　
昨
今
の
韓
国
で
は
労
働
時
間
の
長
さ
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
、
不
幸
な
戦
争

の
影
響
で
平
均
年
齢
が
20
代
後
半
と
い
う
若
い

国
で
あ
り
、
手
本
と
な
る
年
長
者
が
少
な
く
、

1-

2

　
仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で
重
視
し
て
い
る
も

の
は
何
か
。
優
秀
な
外
国
人
を
採
用
し
、
実
力

を
発
揮
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
の
出
身
者
と
、
お
互
い
に
気
持
ち
よ
く

働
く
た
め
に
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
お
国
柄
の

違
い
を
理
解
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
だ
。

　
今
回
、
10
の
選
択
肢
の
な
か
か
ら
最
大
３
つ

ま
で
選
択
で
き
る
形
式
で
調
べ
て
み
た
。
図
表

１

－

２

－

１
は
、
各
選
択
肢
の
選
択
率
を
示
し

た
も
の
だ
。

　
国
ご
と
に
選
択
率
が
最
も
高
い
項
目
の
数
字

を
ピ
ン
ク
、
２
番
目
を
黄
色
に
し
た
。
ま
ず
、

い
ち
ば
ん
高
い
項
目
に
注
目
す
る
と
、
日
本
以

外
の
す
べ
て
の
国
で
、「
高
い
賃
金
・
充
実
し

た
福
利
厚
生
」
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
ベ

ス
ト
３
に
も
入
ら
な
い
４
番
目
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
も
他
の
国
と
同
様
の
結
果
だ
か
ら
、
成
熟

し
て
豊
か
に
な
っ
た
日
本
人
は
お
金
に
興
味
が

な
く
な
っ
た
と
い
う
理
屈
は
成
り
立
た
な
い
。

　
日
本
で
最
も
高
い
選
択
率
だ
っ
た
の
は「
良

好
な
職
場
の
人
間
関
係
」、
２
番
目
は「
自
分
の

希
望
す
る
仕
事
内
容
」で
あ
る
。
日
本
で
１
番

雇用の
安定性

31.3

46.1

37.9

47.3

37.4

23.3

37.5

48.4

36.3

31.9

41.3

29.6

35.5

34.2

33.4

35.5

52.8

51.3

自分の
希望する
仕事内容

30.3

50.2

23.6

27.5

25.7

23.1

19.7

24.8

49.0

適切な
勤務時間・
休日

29.9

30.6

26.3

26.3

25.3

36.5

18.4

25.8

56.0

良好な
職場の
人間関係

50.4

11.6

31.5

21.6

28.7

38.8

30.2

19.8

10.5

明確な
キャリア
パス

18.3

18.0

20.3

21.4

18.9

14.0

12.9

33.1

20.7

自分の
希望する
勤務地

10.6

6.8

19.7

11.4

21.7

19.0

44.4

16.3

7.0

教育研修の
機会

5.6

13.3

22.4

16.6

16.1

12.8

16.4

12.3

25.3

正当な評価

各国1位の選択率 各国2位の選択率

1-2-1 仕事をするうえ　　　　 で大切だと思うもの（３つまで選択可）選択率（※数字は%）

12.7

7.1

30.0

20.0

13.4

16.1

6.4

9.9

4.8

会社の
ステイタス
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ど
の
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
を
積
め
ば
よ
い
か
が
わ

か
ら
な
い
。
そ
う
し
た
事
情
が
そ
れ
ぞ
れ
の
背

景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

各
国
の
位
置
関
係
を

マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
と
…
…

　
ど
の
国
と
ど
の
国
が
似
て
い
る
の
か
、
あ
る

い
は
似
て
い
な
い
の
か
、
回
答
傾
向
の
位
置
関

係
を
探
る
た
め
に
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析

と
い
う
手
法
で
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
（
図
表
１

－

２

－

２
）。
そ
の
上
に
は
国
と
選
択
肢
が
同

時
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
、
距
離
が
近
く
に
あ
る
国

ほ
ど
、
似
た
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
選
択
肢
の
位
置
か
ら
マ
ッ
プ
の
特
徴

を
述
べ
る
。
横
軸
で
は
プ
ラ
ス
方
向
に
、「
明

確
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」「
教
育
研
修
の
機
会
」「
高

い
賃
金
・
充
実
し
た
福
利
厚
生
」「
会
社
の
ス

テ
イ
タ
ス
」
と
い
っ
た
「
企
業
の
ス
ペ
ッ
ク
」

に
関
す
る
選
択
肢
、
マ
イ
ナ
ス
方
向
に
、「
良

好
な
職
場
の
人
間
関
係
」「
適
切
な
勤
務
時
間
・

休
日
」「
自
分
の
希
望
す
る
勤
務
地
」「
雇
用
の

安
定
性
」「
正
当
な
評
価
」「
自
分
の
希
望
す
る

仕
事
内
容
」
と
い
っ
た
「
働
き
心
地
」
に
関
す

る
選
択
肢
が
あ
る
。
一
方
の
縦
軸
で
は
、
プ
ラ

ス
方
向
に「
教
育
研
修
の
機
会
」と
い
っ
た「
自

己
の
成
長
機
会
」、
マ
イ
ナ
ス
方
向
に
「
会
社

の
ス
テ
イ
タ
ス
」「
明
確
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」

と
い
っ
た
「
外
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
に
関

す
る
選
択
肢
が
確
認
で
き
る
。

　
象
限
ご
と
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
た
国
を
見
る
と
、

右
上
の
第
Ⅰ
象
限
（「
企
業
の
ス
ペ
ッ
ク
」
と

「
自
己
の
成
長
機
会
」
重
視
）
に
、
ベ
ト
ナ
ム
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
左
上
の
第
Ⅱ
象
限
（「
働
き
心

地
」
と
「
自
己
の
成
長
機
会
」
重
視
）
に
、
韓

国
と
参
照
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
、
左

下
の
第
Ⅲ
象
限
（「
働
き
心
地
」
と
「
外
的
な

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
重
視
）
に
、
ほ
か
と
大
き

く
離
れ
て
日
本
が
あ
り
、
右
下
の
第
Ⅳ
象
限

（「
企
業
の
ス
ペ
ッ
ク
」
と
「
外
的
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
」
重
視
）
に
、
中
国
や
イ
ン
ド
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
が
位
置
し
て
い
る
。

　
日
本
の
位
置
を
再
度
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た

い
。
各
国
の
特
徴
う
ん
ぬ
ん
の
前
に
、
わ
れ
わ

れ
は
自
ら
の
特
異
性
を
意
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。

高い賃金・
充実した
福利厚生

79.0

75.1

58.8

72.5

78.8

83.1

78.5

56.9

39.0

中国

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

アメリカ

日本

1-2-1 仕事をするうえ　　　　 で大切だと思うもの（３つまで選択可）選択率（※数字は%）

1-2-2
仕事をするうえで大切だと思うもの（1番目）

ベトナム

アメリカ
韓国

マレーシア

タイ

インドネシア

中国
インド

日本

教育研修の機会

高い賃金・充実した福利厚生

明確なキャリアパス

会社のステイタス

良好な職場の人間関係

雇用の安定性
自分の希望する仕事内容

自分の希望する勤務地

正当な評価

※この分析では結果の解釈をしやすくす
るために、1番目に大切だと選んだ項目を
活用している

適切な勤務時間・休日
1.5

インドネシア
企業のスペック

働き心地

自己の成長機会

外的なインセンティブ
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働
く
う
え
で
の
価
値
観

日
本
と
イ
ン
ド
が

両
極
を
構
成の

で
、「
人
間
関
係
」
に
関
す
る
も
の
だ
。
そ

し
て
、
第
２
価
値
軸
は
、「
Ａ
：
世
界
を
股
に

か
け
て

⇔

Ｂ
：
地
域
に
根
差
し
て
」
の
影
響
が

高
い
の
で
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
」
の
強
弱
を
、

第
３
価
値
軸
は
、「
Ａ
：
競
争
社
会
を
勝
ち
抜

く

⇔

Ｂ
：
自
分
な
り
の
幸
せ
を
目
指
す
」「
Ａ
：

国
や
地
域
を
発
展
さ
せ
る

⇔

Ｂ
：
自
分
や
家
族

を
豊
か
に
」
の
影
響
が
強
い
の
で
、「
働
く
目

的
」
の
中
身
を
、
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て
い
る
。

人
間
関
係
、グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
、

働
く
目
的
の
３
つ
の
価
値
軸
を
抽
出

　
各
国
の
差
異
を
視
覚
化
す
る
た
め
、
３
つ
の

価
値
軸
を
組
み
合
わ
せ
て
２
種
類
の
ワ
ー
ク
バ

リ
ュ
ー
・
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。
中
心
か
ら
離

れ
る
ほ
ど
、
価
値
軸
の
影
響
が
強
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
ま
ず
、図
表
１

－

３

－

２
a
は
、横
軸
が
「
人

間
関
係
（
多
く

⇔

少
な
く
）」
で
、縦
軸
が
「
グ

ロ
ー
バ
ル
志
向
（
ロ
ー
カ
ル

⇔

グ
ロ
ー
バ
ル
）」

だ
。
右
上
の
第
Ⅰ
象
限
（
人
間
関
係
は
少
な
く
、

ロ
ー
カ
ル
志
向
）
に
は
、
日
本
が
抜
き
ん
出
た

形
で
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
に
ア
メ
リ
カ
と
韓

1-

3

「
彼
ら
は
ま
っ
た
く
報
告
し
な
い
」「
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
を
任
せ
た
の
に
辞
め
ら
れ
た
」

…
…
。
日
本
の
価
値
観
や
仕
事
の
進
め
方
が
前

提
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
と
外
国
人
社
員
に
う
ま

く
働
い
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
働
く

う
え
で
の
価
値
観
、
望
ま
し
い
働
き
方
は
各
国

で
ど
う
異
な
る
の
か
、
こ
こ
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
活
用
の
イ
ロ
ハ
を
探
っ
て
み
る
。

「
望
ま
し
い
働
き
方
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
ど
ち
ら
に

近
い
か
」
を
10
の
設
問
に
よ
っ
て
尋
ね
た
。
設

問
が
多
す
ぎ
る
と
、
国
ご
と
の
比
較
が
難
し
い

の
で
、
因
子
分
析
と
い
う
手
法
を
使
い
、
10
の

設
問
を
３
つ
の
「
価
値
軸
」（
類
似
し
た
設
問

を
ま
と
め
て
表
現
す
る
軸
）
に
ま
と
め
た
（
図

表
１

－

３

－

１
）。
な
お
、
10
設
問
の
回
答
の

詳
細
に
つ
い
て
は
19
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
集
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
軸
の
中
身
に
つ
い
て
説
明

し
よ
う
。
第
１
価
値
軸
は
、「
Ａ
：
多
く
の
人

を
巻
き
込
む

⇔
Ｂ
：
一
人
で
完
結
す
る
」「
Ａ
：

仕
事
の
進
め
方
に
明
確
な
型

⇔

Ｂ
：
進
め
方
は

自
分
で
」「
Ａ
：
幅
広
く
人
間
関
係
を
築
く

⇔

Ｂ
：
特
定
の
人
と
深
い
関
係
」
の
影
響
が
強
い

Ａ：世界を股にかけて

Ａ：大きな組織の一員

Ａ：さまざまな分野の仕事を経験

Ａ：多くの人を巻き込む

Ａ：仕事の進め方に明確な型

Ａ：幅広く人間関係を築く

Ａ：仕事よりプライベートを優先

Ａ：高負荷だが成長できる

Ａ：国や地域を発展させる

Ａ：競争社会を勝ち抜く

Ｂ：地域に根差して

Ｂ：小さな組織のリーダー

Ｂ：ひとつの分野を長く

Ｂ：一人で完結する

Ｂ：進め方は自分で

Ｂ：特定の人と深い関係

Ｂ：仕事を優先

Ｂ：成長できないが低負荷

Ｂ：自分や家族を豊かに

Ｂ：自分なりの幸せを目指す

1-3-1
望ましい働き方についての因子分析結果  

※主因子法・Promax回転による因子分析を行った。固有値1基準で3因子構造を得た。
　なお、回転前の3因子で、10項目の全分散を説明する割合は、31.2％であった
※因子負荷量±0.40以上に色付けをしている

-0.041 0.224 0.523
0.053 0.007 0.724

0.231 0.100 0.151
0.008 0.258 -0.350
0.483 0.196 -0.045
0.501 -0.024 -0.013
0.694 -0.105 0.065
0.211 0.387 -0.093
0.212 0.308 -0.086
-0.090 0.724 -0.037
第1価値軸 第2価値軸 第3価値軸

1 0.552 0.474価値軸相関　第1価値軸

第2価値軸

第3価値軸

0.552 1 0.518

0.474 0.518 1
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国
が
続
く
。
逆
の
特
徴
を
示
す
第
Ⅲ
象
限
（
人

間
関
係
は
多
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
）
に
は
イ

ン
ド
が
日
本
と
同
じ
く
抜
き
ん
出
た
形
で
存
在

し
、
そ
れ
に
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
中
国
が
続
い
て
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
人
間
関
係
と
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向

に
対
す
る
価
値
観
は
、
日
本
と
イ
ン
ド
で
は
ま

っ
た
く
対
極
の
内
容
な
の
だ
。
さ
ら
に
目
を
引

く
の
が
、
ぽ
つ
ん
と
第
Ⅱ
象
限
（
人
間
関
係
は

多
く
、
ロ
ー
カ
ル
志
向
）
に
位
置
す
る
ベ
ト
ナ

ム
。
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
べ
て
、
ベ
ト

ナ
ム
は
「
ロ
ー
カ
ル
」
志
向
が
強
い
の
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
は
社
会
主
義
国
で
あ
り
、
情
報
が
制

限
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
視
野
が
国
外
に

広
が
ら
な
い
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
今
度
は
縦
軸
を
「
働
く
目
的
（
自
分
・
家
族

⇔

国
発
展
・
競
争
）」
に
入
れ
替
え
て
作
成
し

た
の
が
図
表
１

－

３

－

２
b
で
あ
る
。
右
上
の

第
Ⅰ
象
限
（
人
間
関
係
は
少
な
く
、
自
分
・
家

族
の
た
め
に
働
く
）
に
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
、

そ
し
て
韓
国
が
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
、
逆
の
特
徴
を

示
す
第
Ⅲ
象
限
（
人
間
関
係
は
多
く
、
国
の
発

展
・
競
争
の
た
め
に
働
く
）
に
、
イ
ン
ド
と
ベ

ト
ナ
ム
、
少
し
離
れ
て
、
タ
イ
、
中
国
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
が
存
在
す
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
縦

軸
（
＝
働
く
目
的
）
が
少
し
「
自
分
・
家
族
の

た
め
」
に
寄
っ
て
お
り
、
第
Ⅱ
象
限
（
人
間
関

係
は
多
く
、
自
分
・
家
族
の
た
め
に
働
く
）
に

プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
マ
ッ
プ
で

も
、
日
本
と
イ
ン
ド
が
対
極
の
価
値
観
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
価
値
観
に
正
邪
は
な
く
、
何
よ
り
お
互
い
の

差
異
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
た
だ
、
改

め
て
驚
い
た
の
は
、
他
の
国
の
人
た
ち
に
比
べ
、

日
本
人
が
あ
ま
り
に
も
内
向
き
な
働
き
方
を
望

ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

1-3-2
ワークバリュー・マップ

ベトナム

マレーシア

タイ

インドネシア

中国

インド

日本

韓国
アメリカ

人間関係少なく人間関係多く

ローカル

0.6 グローバル

a.人間関係×グローバル志向

ベトナム

マレーシア

タイ
インドネシア

中国

インド

日本

韓国

アメリカ

人間関係少なく

ー0.4ーー0.6
人間関係多く

自分・家族

0.6 国発展・競争

b.人間関係×働く目的
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昇
進
お
よ
び
所
得
の
男
女
比
較

男
女
平
等
は
イ
ン
ド
と
ベ
ト
ナ
ム
、

さ
て
日
本
は
…
…

1-

4

　
11
ペ
ー
ジ
で
見
た
よ
う
に
、
日
本
以
外
の
国

で
は
、
労
働
時
間
と
雇
用
形
態
の
男
女
差
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ほ
か
に
男
女
差
が

存
在
す
る
国
を
あ
え
て
あ
げ
る
と
、
韓
国
が
該

当
す
る
が
、
そ
の
差
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
所
得
に
つ
い
て
の
男
女

差
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
管
理
職
率
を
比
較
し
て
み
よ
う
（
図
表

1-4-1 管理職率

中国

a. 管理職率

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

アメリカ

日本

10 20 30 40 50 60％

1

－

４

－

１
a
）。
上
の
グ
ラ
フ
a
が
男
女
別

で
見
た
20
代
、
30
代
で
の
管
理
職
率
で
あ
る
。

男
女
比
較
を
行
う
前
に
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
20

代
の
管
理
職
率
が
、
中
国
と
イ
ン
ド
男
性
で
既

に
３
割
を
超
え
、
30
代
で
５
割
に
も
達
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、
20
代
の
管
理
職
率

が
低
い
だ
け
で
な
く
、
30
代
に
な
っ
て
も
さ
ほ

ど
伸
び
な
い
の
が
、
韓
国
、
タ
イ
、
日
本
で
あ

る
。
日
本
は
遅
い
昇
進
が
特
徴
と
い
わ
れ
る
が
、

30
代
の
男
性
に
つ
い
て
い
え
ば
、
日
本
（
38
・

７
％
）
よ
り
、
タ
イ
（
23
・
３
％
）、
韓
国

（
24
・
１
％
）
の
ほ
う
が
ず
っ
と
遅
い
。

　
女
性
の
管
理
職
率
を
男
性
と
比
較
す
る
と

（
図
表
1

－

４

－

1
ｂ
）、
韓
国
と
マ
レ
ー
シ
ア

の
20
代
の
場
合
、
女
性
の
管
理
職
率
が
男
性
の

２
倍
前
後
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
韓
国
は
男
性

の
入
職
年
の
遅
さ
が
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

が
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
そ

の
要
因
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
同
国
が
国
家

開
発
計
画
第
６
次
（
１
９
９
１
～
１
９
９
５

年
）
を
皮
切
り
に
、
女
性
の
雇
用
や
教
育
な
ど

に
関
す
る
環
境
整
備
を
進
め
、
近
年
は
特
に
女

性
管
理
職
率
の
増
加
に
努
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
成
果
が
20
代
の
女
性
に
表
れ
始
め
て
い
る

0
35.8

59.3
32.4

51.2

3.6
24.1

7.0
17.6

10.2

57.3
28.5

49.6

23.3
3.1
15.1

6.9
40.9

13.9
27.9

15.6
39.5

5.1
34.5

19.4
46.5

15.8
38.0

17.8
34.4

15.5
22.8

7.3
38.7

2.7
12.0

男性20代

男性30代

女性20代

女性30代

中国

b. 男性を100とした場合の女性の管理職率

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

アメリカ

日本

50 100 150 200 2500

20代

30代

90.5
86.3

194.4
73.0

85.6
86.6

30.4
64.8

201.4
68.2

32.7
87.3

81.4
81.7

87.1
66.3

37.0
31.0

33.3
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の
か
も
し
れ
な
い
。

20
代
と
30
代
の
出
世
差
に
着
目
し
、

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類

　
20
代
と
30
代
に
お
け
る
男
女
の
出
世
差
に
着

目
す
る
と
、
調
査
対
象
国
を
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
、
イ
ン
ド
、

ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
に
、
20
代
、
30
代
と
も
に
、

女
性
管
理
職
率
が
男
性
と
比
べ
８
割
強
と
い
う

高
い
率
を
維
持
し
て
い
る
「
男
女
と
も
ほ
ぼ
同

じ
速
さ
で
昇
進
す
る
」
グ
ル
ー
プ
、
タ
イ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
に
、
30
代
に
な
る
と
女
性

管
理
職
率
が
男
性
に
近
づ
く
「
タ
イ
ミ
ン
グ
は

遅
い
が
女
性
も
昇
進
す
る
」
グ
ル
ー
プ
、
韓
国

や
マ
レ
ー
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
よ
う
に
、

30
代
に
な
る
と
女
性
管
理
職
率
が
男
性
よ
り
ぐ

っ
と
下
が
る
「
女
性
の
昇
進
は
難
し
い
」
グ
ル

ー
プ
で
あ
る
。

　
最
後
の
グ
ル
ー
プ
に
含
め
る
と
し
て
も
、
日

本
は
他
と
比
べ
異
質
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

20
代
で
は
女
性
の
ほ
う
が
管
理
職
率
が
高
か
っ

た
韓
国
（
１
９
４
・
４
％
）
と
マ
レ
ー
シ
ア

（
２
０
１
・
４
％
）、
20
代
の
男
女
差
は
な
い
ア

メ
リ
カ
（
87
・
１
％
）
と
比
べ
、
日
本
は
20
代

で
37
・
０
％
、
30
代
で
31
・
０
％
と
、
男
性
と

比
べ
た
女
性
の
管
理
職
率
が
著
し
く
低
い
。

　
年
収
の
平
均
値
も
比
較
し
て
み
た
（
図
表
１

－

４

－

2
）。
ま
ず
タ
イ
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
20

代
で
男
女
差
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ほ
か
は
、
女
性

の
ほ
う
が
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
30
代
に
な
る

と
男
性
と
の
差
が
広
が
る
国
が
多
く
、
そ
の
差

は
男
性
の
67
・
４
％
と
日
本
女
性
が
最
も
大
き

い
。
一
方
で
、
差
が
縮
ま
る
の
が
イ
ン
ド
と
ベ

ト
ナ
ム
で
あ
る
。
こ
の
２
国
は
、
先
述
し
た
よ

う
に
、「
男
女
と
も
ほ
ぼ
同
じ
速
さ
で
昇
進
す

る
」
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
か
ら
、
当
然
の
結
果

と
い
え
る
。
一
方
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
な

が
ら
、
年
収
の
差
が
広
が
る
の
が
中
国
だ
。
男

女
差
が
見
ら
れ
る
職
種
の
違
い
を
考
慮
し
て
集

計
し
た
が
、
結
果
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

だ
と
す
る
と
、
管
理
職
の
レ
ベ
ル
に
違
い
が
存

在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
こ
で
も
日
本
の
異
質
性
が
露
わ
に
な
っ
た
。

日
本
の
対
極
が
、
昇
進
、
所
得
の
双
方
で
男
女

差
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
イ
ン
ド
と
ベ
ト
ナ
ム

で
あ
る
。
女
性
が
元
気
な
国
と
い
え
ば
、
北
欧

を
は
じ
め
と
し
た
欧
米
先
進
国
に
目
が
向
き
が

ち
だ
が
、
案
外
、
こ
の
２
国
か
ら
も
学
ぶ
べ
き

こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

1-4-2 年収
a. 年収の平均値

中国

b. 男性を100とした場合の女性の年収

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

アメリカ

日本

20 40 60 80 1000

20代 30代

86.3
79.1

82.9
77.3

73.3
92.4

99.9
82.9

102.3
72.2

78.5
75.1

71.9
86.9

90.5
78.7

82.7
67.4

中国
（人民元）

韓国
（ウォン）

インド
（ルピー）

タイ
（バーツ）

マレーシア
（リンギット）

インドネシア
（ルピア）

ベトナム
（ドン）

アメリカ
（ドル）

日本
（円）

30代

20代 92,522

140,722

79,879

111,252

男性 女性

30代

20代 22,329,781

33,406,993

18,507,687

25,812,500

30代

20代 466,268

602,950

341,806

556,999

30代

20代 158,245

230,837

158,111

191,378

30代

20代 14,177

35,713 インドネシア
14,509

25,772

30代

20代 35,769,891

59,164,029

28,082,163

44,456,985

30代

20代 91,827,737

118,606,383

66,047,594

103,010,791

30代

20代 45,439

80,746

41,116

63,580

30代

20代 345

511

285

344

※年収に大きな格差がある国では、一部の富裕層が
年収平均値をつりあげてしまう可能性があるため、
ここでは、各国の年収から上下2.5％のデータを除
いて計算した
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1-

4
　この調査は大卒の働く人、20代、
30代を対象に実施したので、「雇用
者」以外のデータも存在する。「経営
者・役員」ならびに「自営業・家族
従業員」である。国によってはサン
プル数が不十分であることを断った
うえで、彼ら非雇用者の世界を少し
だけ紹介したい。
　図表１-４-3に雇用者、経営者・役員、
自営業・家族従業員のプロフィール
を並べた。サンプル数は、韓国（経
営者・役員）、タイ（経営者・役員）、
インドネシア（経営者・役員）、中国
（自営業・家族従業員）で20に満たず、
以下の比較結果はあくまで参考値で
あることを重ねて確認しておきたい。
　まず、年齢（平均）を見る。そも
そも20代、30代に同数調査している
ので、年齢には大きな差は生じない
のだが、全体的に、雇用者に比べて、

非雇用者はどう働いているのか
経営者・役員、自営業・家族従業員
の年齢が高めである。逆に韓国（経
営者・役員）、インド（経営者・役員）、
タイ（自営業・家族従業員）は、雇
用者に比べて低い。転職回数（平均）
を見ると、すべての国において、回
数の多い順から、経営者・役員＞自
営業・家族従業員＞雇用者であり、
非雇用者が経験を重ねて、現在の地
位に至っている様子がうかがえる。
　進路はいつ決めたのか。中学・高校、
大学前期を合わせた、早期決定の割
合を見ると、高い順から、自営業・
家族従業員＞経営者・役員＞雇用者
という図式の国が多い。インドとマ
レーシアの経営者・役員と、ベトナ
ムの自営業・家族従業員は、比較的
遅い。
　どれくらい稼げるのか。年収（平均）
について、雇用者を100とした場合の、

それぞれの値を見ると、経営者・役
員はおおむね高く、中国で158、タイ
で142、インドネシアで211、ベトナ
ムで190と、差が大きい。マレーシ
アは93とほとんど変わらないが、韓
国は42と大幅に低い。韓国の経営者・
役員は年齢が低いことがひとつの要
因だろうが、サンプル数が少ないの
でこれ以上の言及はやめておく。
　一方、自営業・家族従業員の年収
には、雇用者と比べて、大きな差は
見られない。最も差が大きい場合も
タイが126だ。それにベトナム118、
中国113、ほとんど変わらないインド
ネシア101、マレーシア96と続く。
韓国78、インド85と、年収差が低い
国もある。自営業・家族従業員は、
そんなに儲からないといえそうであ
る。

COLUMN

雇用者と比べた、経営者・役員、自営業・家族従業員のプロフィール
1-4-3

中国

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

サンプル数

雇用者 経営者・
役員

自営業・
家族
従業員

年齢（平均）

雇用者 経営者・
役員

自営業・
家族
従業員

転職回数（平均）

雇用者 経営者・
役員

自営業・
家族
従業員

進路を大学前期までに 
決めた割合（％）

雇用者 経営者・
役員

自営業・
家族
従業員

年収（平均）

雇用者 経営者・
役員

自営業・
家族
従業員

518

562

483

501

471

485

549

84

18

65

16

86

17

30

15

33

62

89

53

103

35

29.5

30.3

29.3

29.6

29.5

29.6

29.2

31.9

28.9

29.2

32.1

31.0

31.5

31.4

30.7

31.4

30.4

29.5

30.0

29.6

30.7

1.1

1.0

1.2

1.5

1.6

1.6

1.2

2.6

1.3

1.8

2.3

2.0

3.3

2.4

2.0

1.1

1.7

1.6

1.7

1.8

1.9

25.3

33.5

29.6

32.6

34.2

20.3

56.0

29.7

38.9

27.7

50.0

31.4

29.4

56.7

40.0

42.4

45.1

38.2

49.0

43.7

48.6

100

100

100

100

100

100

100

158

42

109

142

93

211

190

113

78

85

126

96

101

118

※割合については、各国内で雇用者と比べて５％以上高い場合を太字、５％以上低い場合を斜体にしている	 	
※年収（平均）は、雇用者を100とした場合のそれぞれの値を計算している	 	 	 	 	
※年収データは、各国年収データから上下2.5％のデータを除いたもので計算。年収に大きな格差のある国で、
一部の富裕層が年収平均額を大きくつりあげる現象を解消するため

18



1.仕事をするうえで大切だと思うもの

Global  Career  Survey

よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
人
の
た
め
の
デ
ー
タ
集
Ⅰ

中国

会社の
ステイタス 高い賃金・

充実した
福利厚生

自分の
希望する
勤務地

適切な
勤務時間・
休日

雇用の
安定性自分の希望する

仕事内容

正当な
評価

明確な
キャリア
パス

教育研修
の機会

良好な職場の
人間関係

韓国

会社の
ステイタス 高い賃金・

充実した
福利厚生

自分の
希望する
勤務地

適切な
勤務時間・
休日

雇用の
安定性自分の希望する

仕事内容

正当な
評価

明確な
キャリア
パス

教育研修
の機会

良好な職場の
人間関係

インド

会社の
ステイタス 高い賃金・

充実した
福利厚生

自分の
希望する
勤務地

適切な
勤務時間・
休日

雇用の
安定性自分の希望する

仕事内容

正当な
評価

明確な
キャリア
パス

教育研修
の機会

良好な職場の
人間関係

ベトナム

会社の
ステイタス 高い賃金・

充実した
福利厚生

自分の
希望する
勤務地

適切な
勤務時間・
休日

雇用の
安定性自分の希望する

仕事内容

正当な
評価

明確な
キャリア
パス

教育研修
の機会

良好な職場の
人間関係

アメリカ

会社の
ステイタス 高い賃金・

充実した
福利厚生

自分の
希望する
勤務地

適切な
勤務時間・
休日

雇用の
安定性自分の希望する

仕事内容

正当な
評価

明確な
キャリア
パス

教育研修
の機会

良好な職場の
人間関係

日本

会社の
ステイタス 高い賃金・

充実した
福利厚生

自分の
希望する
勤務地

適切な
勤務時間・
休日

雇用の
安定性自分の希望する

仕事内容

正当な
評価

明確な
キャリア
パス

教育研修
の機会

良好な職場の
人間関係

タイ

会社の
ステイタス 高い賃金・

充実した
福利厚生

自分の
希望する
勤務地

適切な
勤務時間・
休日

雇用の
安定性自分の希望する

仕事内容

正当な
評価

明確な
キャリア
パス

教育研修
の機会

良好な職場の
人間関係

マレーシア

会社の
ステイタス 高い賃金・

充実した
福利厚生

自分の
希望する
勤務地

適切な
勤務時間・
休日

雇用の
安定性自分の希望する

仕事内容

正当な
評価

明確な
キャリア
パス

教育研修
の機会

良好な職場の
人間関係

インドネシア

会社の
ステイタス 高い賃金・

充実した
福利厚生

自分の
希望する
勤務地

適切な
勤務時間・
休日

雇用の
安定性自分の希望する

仕事内容

正当な
評価

明確な
キャリア
パス

教育研修
の機会

良好な職場の
人間関係
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2.望ましい働き方

中国

世界を股に
かけて 大きな

組織の
一員

さまざまな
分野の
仕事を
経験

多くの
人を
巻き込む

仕事の進め方
に明確な型幅広く

人間関係を築く

仕事よりプライ
ベートを優先

高負荷
だが
成長できる

国や
地域を
発展
させる

競争社会を
勝ち抜く

韓国

世界を股に
かけて 大きな

組織の
一員

さまざまな
分野の
仕事を
経験

多くの
人を
巻き込む

仕事の進め方
に明確な型幅広く

人間関係を築く

仕事よりプライ
ベートを優先

高負荷
だが
成長できる

国や
地域を
発展
させる

競争社会を
勝ち抜く

インド

世界を股に
かけて 大きな

組織の
一員

さまざまな
分野の
仕事を
経験

多くの
人を
巻き込む

仕事の進め方
に明確な型幅広く

人間関係を築く

仕事よりプライ
ベートを優先

高負荷
だが
成長できる

国や
地域を
発展
させる

競争社会を
勝ち抜く

タイ

世界を股に
かけて 大きな

組織の
一員

さまざまな
分野の
仕事を
経験

多くの
人を
巻き込む

仕事の進め方
に明確な型幅広く

人間関係を築く

仕事よりプライ
ベートを優先

高負荷
だが
成長できる

国や
地域を
発展
させる

競争社会を
勝ち抜く

マレーシア

世界を股に
かけて 大きな

組織の
一員

さまざまな
分野の
仕事を
経験

多くの
人を
巻き込む

仕事の進め方
に明確な型幅広く

人間関係を築く

仕事よりプライ
ベートを優先

高負荷
だが
成長できる

国や
地域を
発展
させる

競争社会を
勝ち抜く

インドネシア

世界を股に
かけて 大きな

組織の
一員

さまざまな
分野の
仕事を
経験

多くの
人を
巻き込む

仕事の進め方
に明確な型幅広く

人間関係を築く

仕事よりプライ
ベートを優先

高負荷
だが
成長できる

国や
地域を
発展
させる

競争社会を
勝ち抜く

ベトナム

世界を股に
かけて 大きな

組織の
一員

さまざまな
分野の
仕事を
経験

多くの
人を
巻き込む

仕事の進め方
に明確な型幅広く

人間関係を築く

仕事よりプライ
ベートを優先

高負荷
だが
成長できる

国や
地域を
発展
させる

競争社会を
勝ち抜く

アメリカ

世界を股に
かけて 大きな

組織の
一員

さまざまな
分野の
仕事を
経験

多くの
人を
巻き込む

仕事の進め方
に明確な型幅広く

人間関係を築く

仕事よりプライ
ベートを優先

高負荷
だが
成長できる

国や
地域を
発展
させる

競争社会を
勝ち抜く

日本

世界を股に
かけて 大きな

組織の
一員

さまざまな
分野の
仕事を
経験

多くの
人を
巻き込む

仕事の進め方
に明確な型幅広く

人間関係を築く

仕事よりプライ
ベートを優先

高負荷
だが
成長できる

国や
地域を
発展
させる

競争社会を
勝ち抜く
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大学卒
業後の

進路は
いつ

決めま
したか

。

「学ぶ」と
「働く」は
どう接続
しているか
「働く」の前には「学ぶ」がある。両者が密接に関連している国も
あれば、していない国もある。その違いは当然、後の職業生活に
大きな影響を及ぼす。ここでは、学校から社会への“かけ橋”は
どうなっているのか、そこでは何が行われているのかを見てい
きたい。

２-１．進路の決定時期
早くに決めるベトナム、卒業後のインド、マレーシア…22

COLUMN
進学率が規定する「大学の3段階」…………25

２-２．入職手段
民間顔負けの斡旋を行うインドの大学…………26

２-３．進路決定への影響要因
親が口出すのがスタンダード。例外は日本…………28

２-４．強み・評価ポイント
3パターンに分かれる、本人の強みと企業の着目点……30

より詳しく知りたい人のためのデータ集Ⅱ…………32

Part2



60 70 80 90

大学生の後期（大学院含む） 大学卒業後

27.5

後 期 決 定 派 卒 後 決 定 派

22.8

53.4

41.2

47.0

46.1

31.4

21.1 20.9

17.8

22

進
路
の
決
定
時
期

早
く
に
決
め
る

ベ
ト
ナ
ム
、

卒
業
後
の
イ
ン
ド
、

マ
レ
ー
シ
ア

　
大
学
卒
業
後
の
進
路
を
考
え
、
実
際
に
決
め

る
の
は
い
つ
頃
か
。
各
国
の
特
徴
は
、
以
下
の

3
つ
の
比
率
に
注
目
す
る
こ
と
で
浮
か
び
上
が

る
（
図
表
２

－
１

－

１
）。
中
学
、
高
校
と
い

っ
た
中
等
教
育
の
時
点
、
あ
る
い
は
、
大
学

１
、２
年
時
の
前
期
ま
で
に
決
め
る
「
早
期
決

定
派
」、
専
門
の
学
習
が
深
ま
り
、
就
職
活
動

も
始
ま
る
大
学
後
期
に
決
め
る
「
後
期
決
定

派
」、
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
決
定
す
る
「
卒

後
決
定
派
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
で
あ
る
。

　
早
期
決
定
派
の
比
率
は
、
親
を
は
じ
め
と
す

る
近
親
者
か
ら
の
影
響
度
、
高
等
学
校
以
降
の

教
育
シ
ス
テ
ム
（
高
等
学
校
の
コ
ー
ス
編
成
、

大
学
進
学
率
、
入
試
倍
率
、
受
験
制
度
な
ど
）

に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
だ
。

　
多
く
の
国
の
数
字
が
近
似
し
て
い
る
な
か
で
、

ベ
ト
ナ
ム
が
突
出
し
て
高
く
、
高
校
卒
業
ま
で

に
３
割
、
大
学
前
期
ま
で
に
５
割
以
上
の
人
が

進
路
を
決
定
し
て
い
る
。
欧
米
諸
国
の
一
例
と

し
て
掲
載
し
た
ア
メ
リ
カ
の
数
値
に
匹
敵
す
る

水
準
だ
。
中
等
教
育
時
点
に
お
い
て
、
職
業
に

関
す
る
意
識
づ
け
を
行
い
、
仮
決
定
を
促
進
す

る
欧
米
で
は
、
総
じ
て
早
期
決
定
派
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
単
科
大
学
が

多
く
、
大
学
の
専
攻
を
決
定
す
る
時
点
で
自
身

の
職
業
を
決
め
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
要
因
だ

ろ
う
。

　
一
方
、
日
本
は
こ
の
比
率
が
極
度
に
低
い
。

職
業
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
考
え
た
り
す
る
機
会

が
少
な
い
こ
と
、
高
等
学
校
は
普
通
科
が
主
体

で
職
業
と
の
接
続
が
弱
い
こ
と
、
日
本
企
業
の

人
事
制
度
の
基
本
が
職
務
で
は
な
く
職
能
に
な

っ
て
い
る
影
響
で
、
特
に
文
系
で
は
大
学
の
専

攻
と
そ
の
後
の
職
業
の
接
続
が
こ
れ
ま
た
弱
い

こ
と
が
そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

傾
向
を
打
破
し
よ
う
と
、
近
年
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
が
熱
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
今

回
、
同
じ
日
本
人
で
20
代
と
30
代
を
比
較
し
て

も
、
早
期
決
定
派
の
比
率
の
差
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
教
育
の
効
果
は
、
現
時
点
で

は
限
定
的
と
い
え
る
。

　
後
期
決
定
派
の
比
率
は
、
全
国
一
律
の
就
職

活
動
シ
ー
ズ
ン
の
存
在
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

　
日
中
韓
の
東
ア
ジ
ア
3
国
は
、
日
本
を
筆
頭

と
し
て
こ
の
比
率
が
高
い
。
各
国
と
も
に
入
学

時
期
と
卒
業
時
期
が
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

加
え
て
、
全
国
の
学
生
が
一
定
時
期
に
就
職
活

動
を
行
う
慣
行
が
あ
る
こ
と
が
、
在
学
中
に
お

け
る
進
路
決
定
を
強
く
促
し
て
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
な
か
で
も
、
日
本
の
高
さ
は
極
端
で

2-

1
100％



10 20 30 40 50 60

中国

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

日本

アメリカ

中学卒業以前 高校時代 大学生の前期

47.05.8 19.7

2-1-1

← →早 期 決 定 派 後 期 決 定 派

3.4 14.6 15.6 43.5

4.2 10.7 14.5 17.2

3.3 17.7 11.4 26.4

3.1 15.4 15.8 18.7

0.7 14.3 18.9 20.0

2.4 28.8 24.8 12.6

5.2 19.8 33.1

1.5 2.3 12.1 66.3

23 Global  Career  Survey

あ
る
。
大
半
の
学
生
が
、
大
学
進
学
ま
で
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
ほ
ぼ
何
も
考
え
て
い
な
い
も
の

の
、
就
職
活
動
時
期
に
な
る
と
66
・
3
％
も
の

学
生
が
一
斉
に
自
身
の
進
路
を
決
定
し
て
い
く
、

と
い
う
画
一
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン
は
、
ア
ジ
ア

の
な
か
で
も
極
め
て
特
異
で
あ
る
。

　
卒
後
決
定
派
の
比
率
は
、
イ
ン
ド
の
53
・
4 

％
を
筆
頭
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

タ
イ
と
続
く
。
各
国
と
も
に
大
学
の
入
学
時
期
、

卒
業
時
期
が
多
様
で
あ
り
、
卒
業
後
に
将
来
の

進
路
を
考
え
る
の
が
一
般
的
な
た
め
だ
。

卒
前
決
定
率
、内
定
率
、即
就
職
率
の 

3
つ
の
デ
ー
タ
で
深
掘
り
す
る
と
…
…

　
進
路
決
定
を
、
卒
前
決
定
率
（
大
学
卒
業
ま

で
に
進
路
を
決
め
た
比
率
、
つ
ま
り
早
期
決
定

派
、
後
期
決
定
派
比
率
の
合
計
値
）、
内
定
率

（
大
学
卒
業
ま
で
に
就
職
先
を
決
定
し
て
い
た

比
率
）、
即
就
職
率
（
大
学
卒
業
後
、
３
カ
月

未
満
で
働
き
始
め
た
比
率
）
と
い
う
３
つ
の
デ

ー
タ
か
ら
、
よ
り
詳
細
に
見
て
い
こ
う
（
図
表

２

－

１

－

２
）。

　
卒
前
決
定
率
が
高
い
の
は
、
東
ア
ジ
ア
3
国

（
日
本
82
・
２
％
、
韓
国
77
・
１
％
、
中
国

72
・
５
％
）
で
、
ア
メ
リ
カ
と
並
ぶ
高
水
準
だ
。

卒
後
決
定
派
が
多
い
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
は
、
必
然
的
に
数
値
が

低
く
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
内
定
率
に
な
る
と
、
そ
の
序
列
は

随
分
異
な
っ
て
く
る
。
日
本
が
81
・
４
％
と
断

ト
ツ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
そ
れ

に
大
き
く
離
れ
る
も
の
の
、
そ
の
後
に
タ
イ

（
62
・
６
%
）、
イ
ン
ド
（
50
・
０
%
）
と
い
っ

た
卒
前
決
定
率
の
低
い
国
が
続
く
。
自
身
の
進

卒業後の進路を決めた時期
0



卒前決定率

中国

内定率

即就職率

72.5%

43.7%

71.9%

卒前決定率

韓国

内定率

即就職率

77.1%

42.3%

48.4%

卒前決定率

インド

内定率

即就職率

46.6%

50.0%

38.7%

卒前決定率

タイ

内定率

即就職率

58.8%

62.6%

50.6%

卒前決定率

マレーシア

内定率

即就職率

53.0%

36.0%

56.9%

卒前決定率

インドネシア

内定率

即就職率

53.9%

38.5%

52.1%

卒前決定率

ベトナム

内定率

即就職率

68.6%

35.7%

64.3%

卒前決定率

アメリカ

内定率

即就職率

79.2%

46.3%

45.9%

卒前決定率

日本

内定率

即就職率

82.2%

81.4%

85.0%

2-1-2
進路決定の3つの指標
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路
を
大
学
卒
業
ま
で
に
決
め
る
人
の
比
率
は
低

い
が
、
そ
の
人
た
ち
の
大
半
は
、
卒
業
前
に
就

職
先
を
確
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ※

。

　
日
本
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
を
除
く
他
の
国
は
す

べ
て
50
％
を
割
り
込
ん
で
い
る
。
中
国
、
韓
国

と
い
っ
た
、
一
律
の
就
職
活
動
シ
ー
ズ
ン
が
あ

り
、
卒
前
決
定
率
の
高
い
国
で
は
、
内
定
率
は

30
ポ
イ
ン
ト
前
後
の
大
幅
な
ダ
ウ
ン
を
見
せ
て

い
る
。
進
路
を
決
定
し
、
就
職
活
動
を
し
て
も
、

在
学
中
に
は
就
職
先
を
決
め
ら
れ
な
い
人
た
ち

が
３
割
前
後
い
る
の
だ
。
日
本
で
は
、
近
年
、

「
未
内
定
者
＝
学
卒
未
就
業
者
」
の
増
加
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
、
韓
国
の
実
態
に

比
べ
れ
ば
、
取
る
に
足
り
な
い
状
況
で
あ
る
こ

と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
落
差
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
あ
る
い
は
ア
メ

リ
カ
で
も
同
様
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
国

に
は
、
全
国
一
律
の
就
職
活
動
シ
ー
ズ
ン
は
な

く
、
卒
業
後
に
就
職
活
動
を
始
め
る
人
が
多
数

い
る
こ
と
に
よ
る
結
果
で
あ
り
、
中
国
、
韓
国

の
落
差
と
は
意
味
が
異
な
る
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
国
を
含
め
、
少
な
く
と
も

３
割
以
上
の
学
生
が
、
卒
業
前
に
就
職
先
を
決

め
て
い
る
。
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
、
上
位

大
学
の
優
秀
な
学
生
は
、
在
学
中
に
就
職
先
を

決
め
て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
思
わ
れ
る
。
日
本

の
よ
う
な
大
卒
者
全
員
を
対
象
と
し
た
新
卒
一

括
採
用
と
は
異
な
る
が
、
優
秀
な
大
卒
を
在
学

中
に
採
用
す
る
市
場
が
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て

も
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
れ
が
、
即
就
職
率
と
な
る
と
、
状
況
は
さ

ら
に
異
な
る
。
日
本
の
ト
ッ
プ
（
85
・
０
%
）

は
変
わ
ら
な
い
が
、
中
国
（
71
・
９
%
）、
ベ

ト
ナ
ム
（
64
・
３
%
）
と
い
っ
た
卒
前
決
定
率

※タイとインドで卒前決定率より内定率が高いのは論理的には不整合だが、これは、両国の30代の人たちに顕著な傾向であって、高校などを卒業し、
　一度就職したのちに大学に入り直した人たち、つまりその時点で仕事を持っている人たちの存在が影響していると推定される

2-
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の
高
い
国
が
上
位
に
浮
上
し
て
く
る
。
ま
た
、

他
の
国
も
含
め
て
、
即
就
職
率
と
卒
前
決
定
率

は
、
か
な
り
近
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
在
学

中
に
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
決
定
し
た
人
は
、
在

学
中
に
就
職
先
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

卒
業
後
３
カ
月
未
満
で
就
職
先
を
見
つ
け
、
社

会
人
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
そ
れ
が
、
ア
ジ

ア
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
い
え
そ
う
だ
。

ア
ジ
ア
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら

外
れ
る
日
本
と
韓
国

　
し
か
し
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
大
き
く
逸
脱

し
て
い
る
国
が
あ
る
。
韓
国
だ
。
卒
前
決
定
率

は
日
本
に
次
い
で
高
い
も
の
の
、
内
定
率
で
大

き
く
落
ち
込
み
、
即
就
職
率
も
５
割
を
割
っ
て

い
る
。
同
国
で
は
、
進
学
、
就
職
競
争
の
過
熱

に
よ
る
勝
者
・
敗
者
の
二
極
化
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
熾
烈
な
実
態
を
こ
の
数
値
か
ら

も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
韓
国
と
ア
メ
リ

カ
の
数
値
は
傾
向
が
似
て
い
る
が
、
一
律
的
な

就
職
活
動
シ
ー
ズ
ン
が
あ
る
韓
国
と
、
そ
れ
が

な
い
ア
メ
リ
カ
で
は
、
数
字
が
意
味
す
る
も
の

が
異
な
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に

就
職
し
な
い
５
割
強
の
大
卒
者
に
、「
負
け
組
」

の
レ
ッ
テ
ル
を
張
る
こ
と
は
な
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
日
本
の
数
値
は
、
あ
ま
り
に

も
特
異
だ
。
８
割
強
が
在
学
中
に
進
路
を
決
め
、

就
職
活
動
に
よ
っ
て
内
定
先
を
確
保
し
、
卒
業

後
す
ぐ
に
働
く
、
と
い
う
画
一
的
な
行
動
を
と

る
。
見
事
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
あ
る
か
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け

成
熟
し
た
国
に
お
い
て
、
社
会
に
出
て
行
く
若

者
の
進
路
決
定
に
多
様
性
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、

果
た
し
て
「
よ
い
こ
と
」
な
の
だ
ろ
う
か
?

　大学とひとくちに言っても、その
中身は国ごとに異なる。日本におい
ては、大学は４年制であるが、旧宗
主国、英国のシステムに準じるイン
ドにおいては、大学は３年制。また、
専攻などの違いによって３年制、４
年制が混在している国もある。日本
の専門学校と同じような位置づけの
教育機関を大学として認定している
国もある。
　制度や教育水準ばかりではない。
大学という高等教育機関の位置づけ
自体が、国の経済発展状況などの影
響を受け、各国ごとに大きく異なる。
それを顕著に表すのが、大学への進
学率だ。
　日本の大学進学率は、2010年時
点で51％。今や若者の過半数が大
学に進学している。しかし、1960
年代の数字は10％台であったし、
70年代後半から80年代にかけては、
25％前後の時代が続いていた。
　アメリカの社会学者、マーチン・
トロウは、こうした進学率（量）の
上昇が、大学という高等教育機関の
質の変容をもたらす、と喝破した。
　彼は、進学率が15％までを、エ
リートや支配階級の精神や性格の涵
養を目的とした「エリート段階」、
15～50%を専門化したエリートお
よび社会のリーダーの育成を目指す
「マス段階」、50％を超えた状況を、
産業社会に適応しうる全国民の教育
機関としての「ユニバーサル段階」
と位置づけている。

進学率が規定する「大学の3段階」
　この図式を、今回の調査対象の国
に当てはめると、韓国はユニバーサ
ル段階真っ只中、日本はユニバーサ
ル段階に突入したところ、タイは、
マス段階の末期、中国、インドネシ
アはマス段階に入り始めたところ、
インドは、データが不確かながら、
未だエリート段階と位置づけること
ができるようだ。
　しかし、近年の世界の大学進学率
の上昇は目覚ましく、特に21世紀
に入って以降、各国の高等教育進学
率は大きく上昇している（図表２－
１－３）。
　この流れを受け、アジア各国の近

年の大学進学率の上昇も凄まじいも
のがある。経済、産業の発展を期待し、
発展の原動力となる人材を輩出する
ために、多くの国が大学の数および
定員を増やしているからだ。それが
粗製乱造につながり、大卒資格を持
ちながら、就職できない人が急増し
ている。日本や韓国のように成長ス
ピードが鈍化した国だけではなく、
中国や東南アジア諸国のように高成
長を続けている国においても、その
ような傾向が顕著なのだ。各国の労
働市場を深く知るには、各国の高等
教育政策と、それに伴う大学の実態
変化を理解することが肝要である。

COLUMN

韓国

中国

インド

インドネシア

マレーシア

タイ

インド

ベトナム

アメリカ
日本

＊



60 70 80 90 100％

民間サービス・計

インターンシップやアルバイト

20.1 8.4 5.5 2.5

7.2 14.6 5.6 5.2 7.7

14.1 8.8 4.6 8.8 2.5

6.4 15.6 3.5

15.6 7.0 9.2 8.4

30.2 5.2 9.6 5.7

7.2 12.6 3.3

11.6 9.7 8.3 12.8

7.9 8.4 3.2 5.4 15.1
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入
職
手
段

民
間
顔
負
け
の 

斡
旋
を
行
う 

イ
ン
ド
の
大
学

　
就
職
先
を
、
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
て
い
る
の

か
。
鍵
と
な
る
の
は
、
大
学
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
、

人
に
よ
る
紹
介
と
い
う
3
つ
の
チ
ャ
ネ
ル
だ

（
図
表
２

－

２
）。

　
大
学
が
、
学
生
の
就
職
支
援
に
果
た
し
て
い

る
役
割
や
影
響
力
は
、
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異

な
る
。
就
職
先
探
索
に
最
も
機
能
し
て
い
る
の

は
、
イ
ン
ド
（
34
・
０
%
）
で
あ
り
、
そ
れ
に

中
国
（
32
・
９
%
）
が
続
く
。

　
イ
ン
ド
の
ス
タ
イ
ル
は
強
烈
で
、
大
学
の
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、
学
生
と
企
業
の
出
合
い

の
場
を
完
全
に
仕
切
っ
て
い
る
。
募
集
す
る
企

業
を
見
極
め
、
学
生
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判

断
し
た
企
業
に
は
門
戸
を
開
放
し
な
い
。
エ
ン

ト
リ
ー
か
ら
内
定
ま
で
、
ほ
ぼ
一
日
で
終
了
す

る
の
で
、
学
生
に
は
複
数
応
募
を
許
さ
な
い
。

企
業
ご
と
に
学
内
面
接
日
を
個
別
設
定
し
、
実

施
後
は
そ
の
日
中
に
学
生
に
意
思
決
定
さ
せ
る
。

こ
う
し
た
民
間
顔
負
け
の
斡
旋
行
為
に
対
し
て
、

企
業
か
ら
手
数
料
を
徴
収
す
る
大
学
も
あ
る
。

日
本
の
高
卒
就
職
シ
ス
テ
ム
に
も
似
た
こ
の
ス

タ
イ
ル
、
大
学
に
よ
っ
て
そ
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
異
な
り
、
こ
こ
ま
で
実
施
し
て
い
る
の

は
一
部
の
ト
ッ
プ
大
学
に
限
ら
れ
る
が
、
そ
れ

で
も
同
国
の
大
学
生
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
重

要
な
就
職
先
決
定
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
大
学
に
よ

る
囲
い
込
み
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
各
大
学

に
寄
せ
ら
れ
る
企
業
か
ら
の
採
用
情
報
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
募
集
情
報
な
ど
が
学
内
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
の
Ｂ
Ｂ
Ｓ
（
掲
示
板
）
に
掲
示
さ
れ

る
の
が
普
通
で
、
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
情
報

源
と
な
っ
て
い
る
。

　
韓
国
の
よ
う
に
、
大
学
教
員
の
存
在
が
大
き

い
国
も
あ
る
。
特
に
工
学
系
の
教
員
と
企
業
は
、

共
同
研
究
開
発
な
ど
を
通
し
て
強
固
な
関
係
を

構
築
し
て
い
る
。
一
方
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

大
学
は
就
職
支
援
と
い
う
点
で
は
十
分
な
機
能

を
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。

経
済
発
展
と
と
も
に 

「
紹
介
」は
低
下
し
て
い
く

　
日
本
で
の
就
職
先
探
索
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
は
、

リ
ク
ナ
ビ
、
マ
イ
ナ
ビ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
民
間
サ
ー
ビ
ス

が
40
・
４
%
と
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
を
除
く
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に

お
い
て
も
、
2
割
以
上
が
民
間
サ
ー
ビ
ス
を
メ

イ
ン
ル
ー
ト
と
回
答
し
て
い
る
。
日
本
同
様
、

2-
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10 20 30 40 50 600

大学・学校・計

公的サービス・計

企業に直接問い合わせ

先生の紹介

家族や知人の紹介

その他

中国

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

日本

アメリカ

32.9 3.1 20.1 7.4

21.4 10.8 27.5 7.2

34.0 2.3 24.8

14.6 5.0 25.8 4.8 24.3

13.8 2.4 25.3 18.2

20.2 3.7 22.0 3.3

12.0 4.4 9.8 14.4 36.2

24.0 3.5 17.8 12.4

16.2 3.5 40.4

2-2

27 Global  Career  Survey

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
国
が

多
い
が
、
人
材
紹
介
会
社
が
影
響
力
を
持
っ
て

い
る
イ
ン
ド
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
よ
う
に
、
大
学
が

有
力
な
手
段
に
な
っ
て
い
る
国
に
お
い
て
は
、

優
秀
な
学
生
は
大
学
を
主
な
手
段
と
し
、
そ
の

他
の
チ
ャ
ネ
ル
に
よ
る
情
報
を
補
完
的
に
活
用

す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
各
国
で
の
人
材

ビ
ジ
ネ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
は
年
々
向
上
し
て

い
る
の
も
事
実
だ
。
そ
れ
と
と
も
に
、
学
生
が

新
た
な
選
択
肢
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
就

職
活
動
の
ス
タ
イ
ル
が
変
質
し
始
め
て
い
る
国

も
あ
る
よ
う
だ
。

　
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、

家
族
や
知
人
な
ど
の
紹
介
が
最
も
重
要
な
手
段

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
状
況
も
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
た
と
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
、

30
代
の
41
・
２
%
が
紹
介
に
よ
っ
て
職
を
見
つ

け
た
と
回
答
し
て
い
る
が
、
20
代
に
な
る
と
、

こ
の
数
値
は
31
・
７
%
と
10
ポ
イ
ン
ト
近
く
低

下
す
る
。
タ
イ
で
は
、
30
代
の
33
・
６
％
が
20

代
に
な
る
と
15
・
４
%
と
激
減
し
て
い
る
。
国

が
発
展
し
、
大
学
や
民
間
、
あ
る
い
は
公
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
し
職
業
選
択
の
機
会
や

内
容
が
多
様
化
す
る
こ
と
で
、
人
に
よ
る
紹
介

の
比
率
は
下
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
紹
介
と
い
う
ル
ー
ト
が
衰
退
し
、

就
職
先
は
、
ネ
ッ
ト
や
大
学
で
見
つ
け
る
、
と

い
う
規
範
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
う
の
は
考
え

も
の
だ
。
顔
見
知
り
か
ら
紹
介
さ
れ
た
、
安
心

で
き
る
職
場
で
働
き
た
い
。
そ
う
い
う
人
に
も

優
し
い
多
様
性
が
社
会
に
は
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

就職先企業を見つけた手段



1位 2位 3位 4位 5位
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進
路
決
定
へ
の
影
響
要
因

親
が
口
出
す
の
が

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
。

例
外
は
日
本

　
将
来
の
進
路
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
筆
頭
は
、

日
本
を
除
く
す
べ
て
の
国
に
お
い
て
「
親
」
で

あ
る
。
中
国
の
62
・
４
%
か
ら
タ
イ
の
40
・
５

%
ま
で
、
数
値
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
参
考

値
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
含
め
、
親
の
意
向
が
最

も
影
響
が
強
い
（
図
表
２

－

３
）。

　
２
位
、３
位
は
、「
友
人
」
と
「
就
職
活
動
」

が
そ
れ
ぞ
れ
二
分
し
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
は
「
就
職
活
動
」

が
２
位
に
つ
け
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
で
は

「
友
人
」
が
２
位
を
占
め
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

親
、友
人
と
い
う
「
強
い
紐
帯
（
ス
ト
ロ
ン
グ
・

タ
イ
）」
が
、社
会
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
に
際
し
て
は
、

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本

だ
け
が
そ
う
し
た
傾
向
を
示
さ
な
い
。
親
が
2

位
、
友
人
が
3
位
と
、
影
響
は
少
な
か
ら
ず
あ

る
が
、
他
国
の
数
値
に
比
べ
大
き
く
見
劣
り
す

る
。
日
本
で
も
、「
理
系
に
進
め
」「
医
者
に
な

れ
」
と
命
令
に
近
い
指
導
を
す
る
な
ど
、
親
が

子
供
の
進
路
に
対
し
て
絶
対
的
な
存
在
で
あ
っ

た
時
代
が
あ
っ
た
。
最
近
で
は
、
特
に
母
親
が

子
供
の
就
職
先
決
定
に
口
を
出
す
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
が
、
往
時
か
ら
の
影
響
力
低
下
は
否

め
な
い
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム

で
は
、
各
人
が
自
発
的
に
就
職
活
動
を
行
う
の

に
対
し
、
中
国
、
韓
国
お
よ
び
イ
ン
ド
の
一
部

で
は
、
就
職
活
動
が
社
会
的
に
制
度
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、「
就
職
活
動
」
の
影
響
度
の
違

い
を
生
む
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本

に
お
い
て
は
、
よ
り
強
く
制
度
化
さ
れ
て
い
る

「
就
職
活
動
」
が
１
位
の
地
位
を
占
め
る
。
日

本
の
「
就
活
」
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
だ
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
デ
ー

タ
だ
。

ア
ジ
ア
に
も
根
づ
い
て
い
る

欧
米
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

「
親
」「
友
人
」「
就
職
活
動
」
と
い
っ
た
3
大

要
素
以
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
い
く
つ
か
の
特

徴
が
浮
か
び
上
が
る
。

　
1
つ
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
な
ど
の
職
業
経
験
」
だ
。
タ
イ
に
お
い
て

は
２
位
を
占
め
、
中
国
で
は
４
位
な
が
ら
５
割

を
超
え
る
人
が
影
響
を
受
け
た
と
回
答
し
て
い

る
。
そ
の
他
の
国
に
お
い
て
も
、
２
割
、
３
割

2-

3
大
学
・
学
校
の
部
活
動
、

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動

就
職
活
動

ビ
ジ
ネ
ス
経
験
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど

の
職
業
経
験

学
外
で
の
社
会
活
動
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動

書
籍

18.1

11.2

16.6

6.2

7.5

10.0

8.9

9.9

5.2

54.6

26.6

35.3

15.2

38.0

42.2

42.0

26.2

35.7

53.2

23.2

17.4

33.9

23.1

30.4

26.4

21.3

5.4

19.9

11.7

9.7

5.6

6.6

9.6

10.9

5.8

4.7

20.3

9.9

8.2

6.0

11.0

16.3

28.5

3.3

5.4
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2-3

程
度
の
支
持
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
と
も
に
、

欧
米
型
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
根
づ
い

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 

「
大
学
・
学
校
の
先
生
」
の
ス
コ
ア
の
高
さ
も

見
逃
せ
な
い
。
イ
ン
ド
で
は
35
・
７
%
で
３
位

に
つ
け
、
中
国
、
韓
国
で
も
３
割
台
、
マ
レ
ー

シ
ア
で
も
２
割
台
の
支
持
を
得
て
い
る
。
26
ペ

ー
ジ
で
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
主
に
工
学
系
の

大
学
と
企
業
の
つ
な
が
り
の
深
さ
に
起
因
す
る

も
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
紹
介
だ
け
で
は

な
く
、
大
学
で
の
学
び
の
機
会
が
就
職
先
に
つ

な
が
る
こ
と
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。「
大
学
・
学

校
の
講
義
・
授
業
」
の
回
答
結
果
を
併
せ
て
概

観
す
る
と
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
そ
し
て
参
考
値
の
ア

メ
リ
カ
に
は
、
そ
う
し
た
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

　
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
そ
う
し
た
傾
向
が
弱

い
。
両
国
と
も
に
大
学
受
験
の
影
響
は
強
く
、

ど
の
大
学
、
学
部
に
進
学
す
る
か
は
進
路
に
影

響
す
る
が
、
教
育
の
中
身
と
実
社
会
と
の
つ
な

が
り
は
弱
い
と
思
わ
れ
る
。
タ
イ
で
は
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
書
籍
閲
覧
な
ど

が
そ
れ
を
代
替
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同

様
に
、
大
学
で
の
学
び
の
機
会
と
進
路
と
の
接

続
が
弱
い
日
本
だ
が
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
よ

う
に
代
替
す
る
影
響
要
因
は
見
当
た
ら
な
い
。

「
就
活
」
の
影
響
の
大
き
さ
ば
か
り
が
、
こ
こ

で
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

中国

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

日本

アメリカ

62.4

45.1

55.0

40.5

42.9

47.4

49.9

36.2

29.1

親 兄
弟
・
親
戚

大
学
・
学
校
の
先
生

友
人

大
学
受
験

大
学
・
学
校
の
講
義
・
授
業

海
外
留
学
・
海
外
生
活

17.7

15.8

23.3

15.4

20.4

26.1

22.7

13.2

7.0

39.2

30.4

35.7

13.7

25.3

17.8

17.0

26.2

9.4

55.8

32.0

48.1

24.3

36.9

38.5

32.9

26.2

21.3

6.8

9.5

18.5

20.8

5.3

8.7

17.2

8.3

1.0

27.1

19.6

17.0

8.1

15.8

24.6

11.6

15.1

8.9

5.5

7.0

11.1

3.1

4.0

6.5

2.4

6.4

3.0

卒業後の進路決定の影響要因（※数字は％）
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強
み
・
評
価
ポ
イ
ン
ト

3
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
る
、

本
人
の
強
み
と
企
業
の
着
目
点

ー
シ
ア
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
面
接
で
は
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
経
験
、
難
解
な
課
題
解
決
の
経
験

な
ど
を
中
心
に
、
包
括
的
な
人
間
性
の
高
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
大

学
で
の
専
攻
と
職
業
の
接
続
が
進
ん
で
い
る
と

い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
も
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

分
類
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
専
攻
や
専
門
性
は
、

応
募
を
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
り
、
採
用

の
成
否
は
、
人
物
重
視
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

専
門
的
知
識
を
重
視
す
る
か

人
間
関
係
能
力
が
鍵
を
握
る
か

　
パ
タ
ー
ン
Ⅱ
は
、
大
学
で
の
学
び
の
な
か
で

も
「
専
門
的
知
識
・
技
術
」
の
ス
コ
ア
が
高
い

グ
ル
ー
プ
だ
。
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
大
学
で
何
を
学
び
、

ど
の
よ
う
な
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る

の
か
を
軸
と
す
る
パ
タ
ー
ン
だ
。

　
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
亜
流
が
、「
専
門
的
知
識
・

技
術
」「
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
」「
語
学
力
」
が
ほ
ぼ
拮

抗
し
て
い
る
イ
ン
ド
だ
。
Ｉ
Ｔ
の
オ
フ
シ
ョ
ア

リ
ン
グ
を
中
心
に
世
界
各
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ウ

ト
ソ
ー
ス
の
中
心
地
で
あ
る
同
国
に
お
い
て
は
、

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
も
語
学
力
も
、
市
場
に
求
め
ら
れ

る
専
門
的
知
識
・
技
術
な
の
だ
。

　
パ
タ
ー
ン
Ⅲ
は
、
基
礎
能
力
だ
け
が
高
く
、

中
で
も
「
人
間
関
係
能
力
」
が
突
出
し
て
い
る

パ
タ
ー
ン
だ
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
経
験
、
適

性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
韓
国
、

日
本
が
該
当
す
る
。
日
本
に
限
れ
ば
、
大
学
で

の
学
び
を
通
し
た
専
門
性
が
評
価
さ
れ
な
い
こ

と
が
、
こ
う
し
た
傾
向
を
強
め
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　
能
力
評
価
の
基
準
は
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

と
「
専
門
性
」
の
2
軸
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う

見
解
が
あ
る
。
そ
の
枠
組
み
に
当
て
は
め
れ
ば
、

パ
タ
ー
ン
Ⅰ
は
、
専
門
性
を
必
要
条
件
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
十
分
条
件
と
し
た
選
考
基
準
へ

の
対
応
と
し
て
、
パ
タ
ー
ン
Ⅱ
は
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
専
門
性
の
双
方
を
問
う
選
考
基
準
へ

の
対
応
と
し
て
、
そ
し
て
、
パ
タ
ー
ン
Ⅲ
は
、

専
門
性
は
重
視
せ
ず
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
強

く
重
視
す
る
選
考
基
準
へ
の
対
応
と
し
て
形
成

さ
れ
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
企
業
が
学
生
の
専
門
性
を
問
う
こ
と
は
、
彼

ら
の
勉
学
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

教
育
機
関
と
産
業
と
の
良
好
な
関
係
を
も
た
ら

す
要
因
と
も
な
る
だ
ろ
う
。
日
本
と
韓
国
が
該

当
す
る
専
門
性
が
軽
視
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
Ⅲ
か

ら
は
、
大
学
と
企
業
の
関
係
の
歪
み
が
垣
間
見

え
る
。

2-

4

人間関係
能力 自己統制

能力

問題発見・
解決能力

論理的
思考能力

達成意欲

自信

大学名大学
での専攻

専門的
知識・技術

就業経験

職業資格

ITスキル

語学力 60

40

20

0
日
本

　
面
接
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
提
出
書
類
の
記

述
内
容
に
お
い
て
、
自
分
の
ど
の
よ
う
な
面
を

強
み
と
認
識
し
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

打
ち
出
し
て
い
る
か
を
国
別
に
探
っ
て
み
よ
う
。

逆
か
ら
見
れ
ば
、
各
国
の
企
業
が
、
ど
ん
な
点

を
重
視
し
て
選
考
し
て
い
る
か
が
読
み
取
れ
る

デ
ー
タ
で
も
あ
る
（
図
表
２

－

４
）。

　
選
択
項
目
は
、
大
き
く
4
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

「
人
間
関
係
能
力
」「
自
己
統
制
能
力
」「
問
題

発
見
・
解
決
能
力
」「
論
理
的
思
考
能
力
」
と

い
っ
た
汎
用
性
の
高
い
「
基
礎
能
力
」
の
側
面
、

「
達
成
意
欲
」「
自
信
」
と
い
っ
た
「
態
度
」
の

側
面
、「
大
学
名
」「
大
学
で
の
専
攻
」「
専
門

的
知
識
・
技
術
」
と
い
っ
た
大
学
で
の
「
学
び
」

に
関
わ
る
側
面
、「
就
業
経
験
」「
職
業
資
格
」

「
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
」「
語
学
力
」
と
い
っ
た
職
業
に

直
結
す
る
「
ス
キ
ル
」
に
関
す
る
側
面
。

　
各
国
の
回
答
結
果
か
ら
は
、
大
き
く
3
つ
の

類
型
が
抽
出
で
き
る
。

　
パ
タ
ー
ン
Ⅰ
は
、「
基
礎
能
力
」「
態
度
」
が

全
般
的
に
高
い
、
人
間
と
し
て
の
基
本
的
な
枠

組
み
を
重
視
す
る
グ
ル
ー
プ
だ
。
タ
イ
、
マ
レ
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2-4
就職活動時の自分の強み
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能力 自己統制

能力

問題発見・
解決能力

論理的
思考能力

達成意欲
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大学名大学
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専門的
知識・技術

就業経験

職業資格

ITスキル

語学力 60

40

20

0

ア
メ
リ
カ
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0

イ
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ネ
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タ
イ
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韓
国
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能力
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達成意欲
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大学名大学
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専門的
知識・技術
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職業資格

ITスキル

語学力 60

40

20

0

ベ
ト
ナ
ム

人間関係
能力 自己統制

能力
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解決能力

論理的
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達成意欲

自信

大学名大学
での専攻
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ITスキル

語学力 60
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0

マ
レ
ー
シ
ア
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語学力 60
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ド
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中
国
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よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
人
の
た
め
の
デ
ー
タ
集
Ⅱ

中学卒業以前

1.卒業後の進路を決めた時期（国・年代別）
高校時代 大学生の前期 大学生の後期（大学院含む） 大学卒業後

大学・学校・計

2.就職先企業を見つけた手段（国・年代別）
先生の紹介 民間サービス・計 公的サービス・計

中国
計

20代
30代

韓国
計

20代
30代

インド
計

20代
30代

タイ
計

20代
30代

マレーシア
計

20代
30代

インドネシア
計

20代
30代

ベトナム
計

20代
30代

アメリカ
計

20代
30代

日本
計

20代
30代

32.9

32.6

33.3

家族や知人の紹介 インターンシップやアルバイト 企業に直接問い合わせ その他

TOTAL

3.1 20.1 7.4 20.1 8.4 5.5 2.5

4.0 21.6 6.2 16.5 10.3 7.0 1.8

2.1 18.3

21.4 10.8 27.5 7.2 14.6 5.6 5.2 7.7

8.8 24.2 6.3 3.8 3.3

23.1 11.2 25.6 7.2 13.7 7.2 4.3 7.6

19.7 10.4 29.4 7.2 15.4 3.9 6.1 7.9

34.0 2.3 24.8 14.1 8.8 4.6 8.8 2.5

37.1 3.0 25.3 10.1 6.8 5.1 8.9 3.8

31.0 1.7 24.3 18.0 10.9 4.2 8.8 1.3

14.6 5.0 25.8 4.8 24.3 6.4 15.6 3.5

17.5 6.9 27.2 5.7 15.4 7.3 15.0 4.9

11.5 3.0 24.3 3.8 33.6 5.5 16.2 2.1

13.8 2.4 25.3 18.2 15.6 7.0 9.2 8.4

15.4 3.7 24.8 16.7 12.2 9.3 10.2 7.7

12.0 1.0 25.8 20.1 19.6 4.3 8.1 9.1

20.2 3.7 22.0 3.3 30.2 5.2 9.6 5.7

22.4 4.6 21.1 2.5 28.3 5.9 10.5 4.6

17.9 2.7 22.9 4.0 32.3 4.5 8.5 6.7

12.0 4.4 9.8 14.4 36.2 7.2 12.6 3.3

12.8 4.3 11.4 16.7 31.7 9.3 11.0 2.8

11.2 4.6 8.1 11.9 41.2 5.0 14.2 3.8

24.0 3.5 17.8 12.4 11.6 9.7 8.3 12.8

23.4 4.6 16.3 13.0 12.6 8.8 7.9 13.4

24.5 2.4 19.2 11.8 10.6 10.6 8.6 12.2

16.2 3.5 40.4 7.9 8.4 3.2 5.4 15.1

17.1 1.0 46.0 8.1 5.0 3.0 3.7 15.8

15.4 6.0 34.8 7.7 11.7 3.0 7.0 14.4

19.6 4.3 21.5 9.8 17.8 8.1 10.7 8.1

100％0

※不明・無回答の値は集計から除いたため、合計が100％にならない項目がある

5.8 19.7 47.0 27.5

6.2 21.6 50.5 21.6

5.4 17.5 42.9 34.2

3.4 15.6 43.5 22.814.6

3.6 15.9 46.6 17.017.0

3.2 15.4 40.5 28.712.2

4.2 14.5 17.2 53.410.7

5.5 16.9 17.3 43.916.5

2.9 12.1 17.2 62.85.0

3.3 11.4 26.4 41.217.7

3.3 12.2 29.7 32.122.8

3.4 10.6 23.0 50.612.3

3.1 15.8 18.7 47.015.4

3.3 13.4 21.5 46.315.4

2.9 18.7 15.3 47.815.3

18.9 20.0 46.114.30.7

21.9 24.1 38.015.20.8

15.7 15.7 54.713.5

2.4 24.8 12.6 31.628.8

0.8

3.2 23.5 17.8 27.827.8

26.2 6.9 35.430.01.5

5.2 33.1 21.1 20.919.8

7.1 33.9 18.4 18.022.6

3.3 32.2 23.7 23.717.1

12.1 66.3 17.82.31.5

11.7 70.1 14.42.71.0

2.0 12.4 62.5 21.12.0
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3.卒業後の進路を決めるうえで影響を与えたもの
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職である。転職のきっかけ、転職手段、転職後の雇用形態、年収
や昇進への影響、それらの男女差……日本の常識は通用せず、
これまたお国柄がくっきりと表れている。
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「日本の常識」は「アジアの非常識」か…………40
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転
職
の
実
態

「
こ
ろ
こ
ろ
転
職
」の
本
質
は

３
年
未
満
離
職
率
の

高
さ
に
あ
り

「
彼
ら
は
こ
ろ
こ
ろ
転
職
す
る
」―

―

外
国
人

社
員
の
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
に
頭
を
悩
ま
す
日
本
企

業
は
多
い
。
現
地
法
人
に
お
い
て
は
、
日
本
と

同
じ
雇
用
シ
ス
テ
ム
（
長
期
雇
用
を
前
提
に
採

用
し
育
成
す
る
）
は
通
用
し
な
い
の
で
は
。
そ

ん
な
議
論
も
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
各
国
の
転
職

実
態
を
見
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
図
表
３

－

１

－

１
に
転
職
回
数
の
平
均

値
を
示
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
雇
用
の
流
動
性
を

示
す
指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
、
先
進
国
と
比
べ

て
日
本
が
低
い
と
い
っ
た
特
徴
が
語
ら
れ
て
き

た
数
値
だ
が
、
今
回
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
も
、

日
本
が
最
も
低
い
。
逆
に
高
め
な
の
が
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
で
、
日
本
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
約
半
分
し
か
な
い
。
た
だ
し
、

冷
静
に
見
る
と
い
ず
れ
も
１
回
前
後
と
さ
ほ
ど

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
デ
ー
タ
で
も
あ
る
。

転
職
経
験
者
の
割
合
が

最
も
高
い
の
は
日
本
の
女
性

　
詳
細
を
見
る
た
め
に
、
20
代
と
30
代
と
に
分

け
、
男
女
別
に
転
職
回
数
の
分
布
を
見
て
み
よ

う（
図
表
３

－

１

－

２
）。
ま
ず
20
代
を
見
る
と
、

転
職
未
経
験
者
の
割
合
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、

韓
国
男
性
（
81
・
８
％
）
や
ア
メ
リ
カ
男
性

（
72
・
９
％
）
で
も
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
韓

国
男
性
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
、
入
社

年
齢
が
そ
も
そ
も
高
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

　
次
に
30
代
を
見
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
で
は
４
回
以
上
も
転
職
し
て

い
る
人
が
２
割
を
超
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
お
い
て
は
、
３
回
転
職
組
も
含
め
る
と
５

割
近
く
に
も
な
る
。
た
だ
し
、
注
意
し
た
い
の

が
、
同
時
に
転
職
未
経
験
者
も
３
割
前
後
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。
皆
が
転
職
を
繰
り
返
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

　
ま
た
、
20
代
で
転
職
未
経
験
者
が
多
か
っ
た

日
本
、
韓
国
男
性
、
ア
メ
リ
カ
男
性
の
数
値
が
、

30
代
に
な
る
と
随
分
他
国
の
そ
れ
に
近
づ
い
て

い
る
。
転
職
未
経
験
者
の
割
合
で
見
る
と
、
男

性
は
高
い
順
に
「
ベ
ト
ナ
ム＞

ア
メ
リ
カ＞

韓

国＞

中
国
・
日
本＞

イ
ン
ド＞

タ
イ＞

イ
ン
ド

ネ
シ
ア＞

マ
レ
ー
シ
ア
」、
女
性
で
は
「
イ
ン

ド＞

ア
メ
リ
カ＞

中
国＞

ベ
ト
ナ
ム＞

韓
国＞

マ
レ
ー
シ
ア＞

タ
イ＞

イ
ン
ド
ネ
シ
ア＞

日

本
」
と
並
ぶ
。
な
ん
と
、
日
本
の
女
性
が
男
女

合
わ
せ
た
な
か
で
最
も
転
職
経
験
者
の
割
合
が

高
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
詳
細
を
見
る
と
、
日
本
人

の
転
職
経
験
率
は
30
代
で
は
決
し
て
低
く
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
転
職
経
験
者
の
転

職
回
数
が
少
な
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ

が
、
先
ほ
ど
見
た
「
転
職
回
数
の
平
均
」
指
標

で
、
日
本
人
が
あ
ま
り
転
職
し
な
い
よ
う
に
見

え
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
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初職継続３～６年未満

初職継続それ以上 転職経験なし

日
本
人
に
は
少
な
い	

初
職
で
３
年
以
内
に
辞
め
る
人

　
採
用
か
ら
ど
れ
く
ら
い
経
つ
と
辞
め
て
し
ま

う
の
か
。
初
職
に
お
け
る
就
業
継
続
期
間
を
比

較
し
て
み
た
い
。
長
期
的
な
結
果
を
得
る
た
め

に
、
以
下
、
20
代
は
除
外
し
、
30
代
の
デ
ー
タ

に
限
定
す
る
。
図
表
３

－

１

－

３
を
見
る
と
、

多
く
の
国
に
お
い
て
、
転
職
経
験
者
の
う
ち
の

ほ
と
ん
ど
が
３
年
未
満
に
転
職
し
て
い
る
。
次

に
、（
　
）
に
示
し
た
、
転
職
経
験
者
に
占
め

る
３
年
未
満
転
職
者
の
割
合
で
比
較
す
る
と
、

日
本
が
５
割
強
で
あ
る
の
に
比
べ
、
韓
国
（
女

性
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
女
性
）
と
マ
レ
ー
シ

ア
（
男
性
）
で
は
８
割
前
後
、
他
の
国
に
つ
い

て
も
７
割
弱
か
ら
７
割
半
ば
と
高
い
。
一
方
、

そ
の
日
本
で
は
、
３
年
以
上
勤
務
し
て
か
ら
辞

め
る
人
の
割
合
が
ほ
か
と
比
べ
て
高
い
の
で
あ

る
。
ア
ジ
ア
の
他
の
国
で
は
、
辞
め
る
人
は
す

ぐ
辞
め
る
。
転
職
を
繰
り
返
す
人
も
い
る
。
転

職
未
経
験
者
の
割
合
は
大
き
く
変
わ
ら
な
く
て

も
、
こ
れ
ら
の
違
い
が
、「
彼
ら
は
こ
ろ
こ
ろ

転
職
す
る
」
と
い
う
印
象
を
強
め
て
い
る
。

　
正
し
く
は
、「
彼
ら
は
す
ぐ
転
職
す
る
、
そ

し
て
、『
一
部
が
』
こ
ろ
こ
ろ
転
職
す
る
」
で

は
な
い
か
。
た
だ
し
、
こ
の
「
一
部
」
の
割
合

が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
で

は
比
較
的
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
揺
る
ぎ
な
い

事
実
で
あ
る
。
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3-1-2
転職回数の分布

30代

40.7 18.6 25.7 8.8 6.2

40.3 17.1 20.2 14.7 7.8

44.0 20.6 13.5 12.8 9.2

39.4 14.1 12.7 16.2 17.6

38.7 15.3 16.1 13.7 16.1

50.4 13.4 17.6 10.9 7.6

35.8 10.0 13.3 20.8 20.0

25.4 15.1 18.3 20.6 20.6

29.6 12.2 20.0 17.4 20.9

27.9 14.4 17.3 16.3 24.0

31.5 8.1 13.7 19.4 27.4

24.1 10.3 17.2 22.4 25.9

47.2 14.2 11.0 16.5 11.0

40.1 10.9 17.5 18.2 13.1

45.9 16.4 18.9 6.6 12.3

41.7 20.5 9.4 16.5 11.8

40.7 31.3 14.0 10.0 4.0

22.0 32.7 27.3 8.7 9.3

20代

53.7 17.9 20.1 4.53.7

45.8 28.2 14.8 10.6 0.7

81.8 11.7 3.6 2.2 0.7

62.0 16.9 12.0 7.0 2.1

52.1 20.5 12.8 7.7 6.8

56.1 10.6 18.7 10.6 4.1

44.1 22.0 21.3 10.2 2.4

49.2 24.2 14.1 10.2 2.3

46.2 14.6 22.3 12.3 4.6

45.9 21.3 12.3 12.3 8.2

49.2 21.1 14.1 11.7 3.9

55.6 13.7 14.5 12.0 4.3

59.0 15.1 17.3 3.65.0

58.9 11.0 11.6 13.7 4.8

72.9 7.6 9.3 5.15.1

57.4 19.4 10.9 7.0 5.4

70.7 21.3 4.0 3.3 0.7

70.7 21.3 5.3 2.7

初職継続期間（現在30代）	

41.6（70.1） 13.3 4.4 40.7

45.7（76.6） 10.1 3.9 40.3

39.0（69.6） 14.2 2.8 44.0

49.3（81.4） 9.2 2.1 39.4

44.4（72.4） 12.9 4.0 38.7

35.3（71.2） 13.4 0.8 50.4

48.3（75.3） 11.7 4.1 35.8

56.3（75.5） 14.3 4.0 25.4

55.7（79.0） 7.8 7.0 29.6

51.0（70.7） 14.4 6.8 27.9

46.8（68.2） 17.7 4.0 31.5

60.3（79.5） 13.8 1.8 24.1

37.0（70.1） 47.211.0 4.7

41.6（69.5） 12.4 5.8 40.1

34.4（63.6） 13.9 5.8 45.9

41.7（71.6） 15.0 1.6 41.7

32.0（53.9） 20.0 7.3 40.7

40.0（51.3） 27.3 10.6 22.0

※（　）の数字は、転職経験者中に占める割合である
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　日本では考えにくいことだが、他
のアジアでは、勤め人であろうと、
副業に従事するのが当たり前だとよ
く耳にする。今回の調査では、現在
の主な仕事からの収入とは別に、「他
の仕事からの収入額」も聞いている。
ここに記入した人を「副業者」とと
らえ、その割合を比較してみた（残
念ながら、日本人を対象にした調査
ではこの設問はない）。
　その数値は、ベトナムの57.９％

アジア副業実情――どのくらいの割合が従事し、
いくら稼いでいるのか

を筆頭に、インドネシア（53.８％）、
中国（52.９％）、タイ（50.５％）
と続き、他の国でも４割を超える。
アメリカは３割である（図表３－１
－４）。　　　
　さらに驚くのは副業で稼ぐ額であ
る（図表３－１－５）。本業収入を
100とした場合、50以上という割
合が、マレーシア49.２％、アメリ
カ40.９％、インド38.７％、インド
ネシア36.２％、ベトナム33.８％と

なった。100を超える割合もマレー
シアでは２割を超える。調査対象者
が、本業においてフルタイムで働く
人がほとんどであることを考慮する
と、不動産収入などの不労所得が含
まれている可能性もあるが、副業が
失業に対するリスク管理になってい
ることは間違いない。雇用不安が高
まる日本人にとっては何ともうらや
ましい話である。

COLUMN
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中国

韓国
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タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

アメリカ
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52.9

10未満 10～20未満 20～50未満

本業を100とした場合の副業収入額

50～100未満 本業以上

28.4 34.5 22.9 12.8 1.4

42.0 23.3 21.4 8.0 5.3

25.5 22.1 13.7 22.4 16.3

23.7 19.7 28.6 20.9 7.1

16.7 14.0 20.2 28.7 20.5

19.3 17.4 27.1 25.9 10.3

15.0 21.7 29.5 23.4 10.4

29.0 17.5 12.6 25.1 15.8

3-1-5

44.0
40.8

50.5 40.3
53.8
57.9

31.0
副業収入あり
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退
職
理
由
と
転
職
手
段

「
賃
金
へ
の
不
満
」が
圧
倒
的
で
、

プ
ル
型
転
職
が
多
い
　
転
職
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

転
職
の
き
っ
か
け
と
な
る
退
職
理
由
、
な
か
で

も
初
職
の
そ
れ
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
（
図
表

３

－

２

－

１
）。
日
本
と
韓
国
を
除
く
す
べ
て

の
国
で
、
最
も
数
値
が
高
い
の
が
「
賃
金
へ
の

不
満
」、
次
が
「
労
働
条
件
や
勤
務
地
へ
の
不

満
」（
中
国
の
み
「
会
社
の
将
来
性
や
雇
用
安

定
性
へ
の
不
安
」
が
来
る
。
ア
メ
リ
カ
は
「
契

約
期
間
の
満
了
」
も
同
率
２
番
目
）
と
共
通
し

て
い
る
。
韓
国
も
１
番
目
と
２
番
目
の
順
序
が

逆
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
選
択
項
目
は
変
わ

ら
な
い
（
た
だ
し
、「
会
社
の
将
来
性
や
雇
用

安
定
性
へ
の
不
安
」
も
同
率
２
番
目
）。
一
方
、

日
本
で
「
賃
金
へ
の
不
満
」
が
あ
っ
て
退
職
し

た
人
は
、
た
っ
た
5
・
1
％
、
退
職
理
由
順
位

は
９
番
目
と
い
う
低
さ
で
あ
る
。

　
選
択
項
目
の
集
中
度
に
も
特
徴
が
あ
る
。
１

番
目
と
２
番
目
の
選
択
率
を
足
す
と
、
中
国

50
・
９
％
、イ
ン
ド
53
・
４
％
、タ
イ
46
・
９
％
、

マ
レ
ー
シ
ア
45
・
２
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
51
・

７
％
、
ベ
ト
ナ
ム
53
・
０
％
と
、
半
数
前
後
に

も
な
る
。
一
方
で
、
回
答
が
分
散
し
て
い
る
の

が
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
日
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら

３
カ
国
で
は
、
離
職
理
由
が
多
様
化
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。

　
日
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
１
番
目
が
「
労
働

条
件
や
勤
務
地
へ
の
不
満
（
16
・
７
％
）」
で
、

あ
と
は
「
仕
事
内
容
へ
の
不
満
（
12
・
９
％
）」

「
会
社
の
将
来
性
や
雇
用
安
定
性
へ
の
不
安

（
11
・
２
％
）」「
人
間
関
係
へ
の
不
満
（
10
・

２
％
）」
と
わ
ず
か
な
差
で
続
い
て
い
る
。

“
寿
”退
職
が
多
い
の
は 

日
本
と
イ
ン
ド
だ
け

　
男
女
別
に
見
た
離
職
理
由
の
特
徴
に
も
触
れ

て
お
く
。
多
く
の
国
で
男
女
別
に
見
て
も
傾
向

は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
女
性
に
と
っ
て
大
き

な
理
由
と
な
り
う
る
「
結
婚
・
出
産
・
育
児
・

介
護
の
た
め
」
で
退
職
す
る
の
は
、
イ
ン
ド
女

性
（
11
・
５
％
、
３
番
目
に
高
い
理
由
）
と
日

本
女
性
（
14
・
３
％
、
１
番
目
の
理
由
）
で
、

他
の
国
で
は
選
択
率
が
非
常
に
低
い
。
た
だ
し
、

こ
の
調
査
は
現
在
働
い
て
い
る
人
を
対
象
に
し

て
い
る
た
め
、
退
職
し
働
い
て
い
な
い
人
は
対

象
外
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
転
職
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
見
て
み
た

い
。
図
表
３

－

２

－

２
は
、
現
在
の
仕
事
に
転

職
し
た
き
っ
か
け
が
、「
転
職
活
動
は
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
勧
誘
さ
れ
た
」
と
い
う
プ
ル
型

転
職
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。
な
ん
と
マ
レ
ー

シ
ア
（
57
・
９
％
）
や
タ
イ
（
50
・
８
％
）
は

過
半
数
の
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
イ

ン
ド
（
45
・
３
％
）、
韓
国
（
42
・
６
％
）、
中

国
（
41
・
７
％
）、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
40
・
０
％
）

が
高
い
。
逆
に
低
い
の
は
、日
本
（
16
・
０
％
）

と
ベ
ト
ナ
ム
（
22
・
２
％
）
で
あ
る
。
こ
の
2

国
以
外
で
は
、
転
職
を
本
人
が
希
望
し
て
い
な

く
て
も
、
引
き
抜
か
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高

い
の
で
、
注
意
が
必
要
だ
。

　
最
後
に
、
転
職
先
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
る

の
か
、
転
職
手
段
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。

な
お
、
こ
の
設
問
は
日
本
人
を
対
象
に
し
た
調

3-

2
70 8060 90 100％

労働条件や
勤務地への不満

人間関係への
不満

進学や
資格取得のため その他

仕事内容への不満

2.5 11.1 14.8 1.6 1.2 0.8 6.1 9.0

2.0 8.6 7.3 5.7 0.8 4.9 9.4

5.2 10.1 6.2 1.31.6 2.6 5.9 13.7

10.3 11.6 2.1 2.7 3.1 16.1

20.0 2.1 7.2 12.8 0.30.71.4 2.1 7.9

2.6 8.6 10.2 0.4 1.1 3.0 3.0 7.9

8.4 7.5 2.2 0.4 6.2 21.6

11.2 5.8 7.8 0.7 6.8 8.5

3.5 11.7 19.8 0.71.8 3.5
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査
に
は
入
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
外
の
国

で
の
比
較
に
な
る
（
図
表
３

－

２

－

３
）。
先

述
し
た
新
卒
時
の
就
職
手
段
に
比
べ
る
と
、
大

学
の
役
割
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
、

人
に
よ
る
紹
介
と
い
う
２
つ
の
手
段
に
大
別
さ

れ
る
。
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
中
身
は
ほ
と
ん
ど
が

就
職
サ
イ
ト
や
就
職
情
報
誌
と
い
っ
た
メ
デ
ィ

ア
で
あ
り
、
人
材
紹
介
会
社
は
少
な
い
。

　
つ
ま
り
、
先
ほ
ど
の
プ
ル
型
転
職
は
、
家
族

や
知
人
に
よ
る
引
き
抜
き
だ
と
い
え
る
。
そ
の

他
、
２
つ
の
手
段
の
各
国
の
違
い
は
、
新
卒
時

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。

10 20 30 40 500
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本

契約期間の満了

13.1

3-2-1
なぜ退職したのか（初職退職理由）

会社の倒産 早期退職・
退職勧奨・解雇

会社の将来性や
雇用安定性への不安

自分のけがや
病気

結婚・出産・育児・
介護のため

賃金への不満

独立のため

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

日本

アメリカ

6.6 2.5 14.8 16.0 2.5

6.1 1.6 37.1 16.3

4.2 1.6 0.7 33.2 13.7

4.8 1.70.3 29.1 16.1 2.1

11.0 2.4 0.3 31.7

3.4 5.6 1.1 29.3 23.7

13.7 4.4 2.2 18.1 13.7 1.8

7.1 2.4 4.8 5.1 16.7 10.2 12.9

3-2-2
プル型転職の割合

3-2-3
転職手段
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6.7 36.7 11.3 25.8 1.8 10.2 7.4

7.4 36.1 5.3 31.1 2.0 9.4 8.6

5.7 34.3 20.0 16.3 2.0 15.9 5.7

11.7 36.2 4.2 29.3 2.6 13.0 2.9

3.4 26.7 24.3 22.9 1.4 8.6 12.7

9.7 24.1 10.3 40.0 0.7 8.6 6.6

2.6 10.9 16.5 48.9 0.4 17.3 3.4

8.8 21.1 19.8 21.1 3.1 10.1 15.9

%



転
職
の
影
響

「
日
本
の
常
識
」は「
ア
ジ
ア
の
非
常
識
」か

　
転
職
に
よ
っ
て
、
待
遇
も
含
め
た
働
き
方
は

ど
う
変
化
す
る
の
か
。
ま
ず
、
転
職
経
験
者
の

初
職
と
現
職
に
お
け
る
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
者

（
週
労
働
時
間
35
時
間
以
上
）
の
割
合
を
、
男

女
別
で
比
較
し
て
み
た
い
（
図
表
３

－

３

－

１
）。
ほ
と
ん
ど
の
国
で
男
女
と
も
、
現
職
の

ほ
う
が
フ
ル
タ
イ
ム
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。

タ
イ
は
女
性
だ
け
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の
割

合
は
１
・
８
％
と
わ
ず
か
で
あ
る
。
一
方
で
、

男
女
と
も
に
減
っ
て
い
る
の
が
日
本
で
あ
る
。

日
本
男
性
は
３
・
７
％
と
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、

日
本
女
性
は
19
・
８
％
も
減
少
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、
無
期
雇
用
の
割
合
も
同
じ
よ
う
に

比
較
し
て
み
る
と
（
図
表
３

－

３

－

２
）、
日

本
女
性
だ
け
が
数
値
を
減
ら
し
て
い
る
。
そ
れ

も
27
・
０
％
と
い
う
大
幅
減
で
あ
る
。
他
国
は

逆
で
、
男
女
と
も
無
期
雇
用
の
数
値
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
。

　
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
日
本
女
性
の
最
も
高

い
退
職
理
由
が
「
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護

の
た
め
」
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
転
職

に
よ
っ
て
、
正
社
員
で
も
時
間
に
融
通
が
き
く

パ
ー
ト
タ
イ
ム
（
週
労
働
時
間
35
時
間
未
満
）、

も
し
く
は
有
期
雇
用
に
変
え
た
（
も
し
く
は
変

え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
と
解
釈
で
き
る
。
一

方
で
、
イ
ン
ド
女
性
の
場
合
も
、
同
退
職
理
由

の
選
択
率
が
３
番
目
に
高
い
11
・
５
％
だ
っ
た

が
、
こ
ち
ら
は
転
職
に
よ
っ
て
働
き
方
が
変
わ

3-

3

3-3-1
フルタイムで働く割合の変化

0

20

40

60

80

韓
国

男
性
女
性

日
本

男
性
女
性

ア
メ
リ
カ

男
性
女
性

ベ
ト
ナ
ム

男
性
女
性

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

男
性
女
性

マ
レ
ー
シ
ア

男
性
女
性

タ
イ

男
性
女
性

イ
ン
ド

男
性
女
性

中
国

男
性
女
性

96.8

100 100.0
100.0
100.0

94.2
95.2
94.1

96.4 93.0
98.5

93.6
96.5

97.8
99.3 97.4 95.6

97.9
98.0 95.5
95.7 92.7

98.7
87.5

92.9

98.3
99.2

93.4
97.9

85.1
94.9

80.6

93.2 89.5
91.2

71.4

76.9

現職初職

40

%



っ
た
様
子
は
な
い
。
つ
ま
り
、
変
わ
ら
ず
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
無
期
雇
用
で
働
く
割
合
が
高
い
。

　
ほ
か
に
注
目
す
べ
き
は
、
日
本
以
外
の
国
で
、

大
幅
に
無
期
雇
用
が
増
え
て
い
る
こ
と
だ
。
こ

れ
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
間
も
な
い
頃
は
有
期

雇
用
で
働
き
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
無

期
雇
用
に
移
行
す
る
と
い
う
各
国
の
労
働
慣
行

を
表
し
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の

流
れ
が
転
職
に
よ
っ
て
も
阻
害
さ
れ
な
い
傾
向

が
見
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。

ア
ジ
ア
の
常
識 

そ
の
1 

転
職
す
れ
ば
出
世
す
る

　
転
職
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
は
、

昇
進
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

転
職
回
数
の
違
い
に
よ
り
、
現
在
管
理
職
で
あ

る
確
率
が
違
う
の
か
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ

れ
を
検
証
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
転
職
１
回

経
験
者
、
２
回
、
３
回
以
上
経
験
者
の
管
理
職

で
あ
る
確
率
が
、
転
職
未
経
験
者
と
比
べ
て
違

う
の
か
分
析
を
行
っ
た
（
図
表
３

－

３

－

３
）。

有
意
差
（
統
計
的
差
異
が
認
め
ら
れ
る
）
が
あ

る
場
合
の
み
、
そ
の
違
い
を
表
す
数
字
（
＝
オ

ッ
ズ
比
）
を
表
示
し
た
。
こ
の
数
字
が
１
よ
り

も
大
き
く
な
る
場
合
は
管
理
職
で
あ
る
確
率
が

増
え
、
逆
に
１
よ
り
小
さ
い
ほ
ど
減
る
。

　
ま
ず
、
転
職
回
数
に
よ
る
明
ら
か
な
違
い
が

出
て
い
る
の
が
日
本
で
あ
る
。
男
女
と
も
に
、

す
べ
て
有
意
差
が
あ
る
。
オ
ッ
ズ
比
は
１
よ
り

小
さ
く
、
し
か
も
転
職
回
数
を
増
す
ご
と
に
減

少
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
転
職
す
る

ほ
ど
管
理
職
に
な
り
に
く
い
。

　
一
方
で
、
他
の
国
で
有
意
差
が
あ
る
場
合
の

オ
ッ
ズ
比
は
、
す
べ
て
１
よ
り
大
き
い
。
こ
れ

3-3-2
Permanent（無期雇用）で働く割合の変化
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は
転
職
経
験
者
の
管
理
職
で
あ
る
確
率
が
転
職

未
経
験
者
に
比
べ
て
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
詳
細
を
見
る
と
、
中
国
（
男
性
）、
タ
イ
（
男

性
）
は
、
転
職
未
経
験
者
よ
り
２
回
経
験
者
の

ほ
う
が
管
理
職
で
あ
る
確
率
が
高
く
、
３
回
以

上
の
人
は
さ
ら
に
そ
の
数
値
が
上
が
る
。
イ
ン

ド
（
男
性
）
も
、
転
職
未
経
験
者
よ
り
、
２
回
、

３
回
以
上
転
職
し
て
い
る
人
の
管
理
職
で
あ
る

確
率
が
高
い
が
、
３
回
以
上
に
な
る
と
、
２
回

の
人
よ
り
少
し
だ
け
確
率
が
低
く
な
る
。
ア
メ

リ
カ
（
男
性
）
は
、
転
職
未
経
験
者
に
比
べ
て
、

転
職
経
験
者
の
管
理
職
で
あ
る
確
率
が
高
い
が
、

最
も
高
い
の
が
１
回
経
験
者
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ

ム
（
男
性
）
は
、
転
職
未
経
験
者
に
比
べ
て
、

１
回
経
験
者
の
管
理
職
で
あ
る
確
率
だ
け
が
高

く
な
る
。

　
女
性
に
つ
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
（
女
性
）
で

転
職
未
経
験
者
よ
り
、
２
回
の
人
の
ほ
う
が
管

理
職
で
あ
る
確
率
が
高
く
、
３
回
以
上
に
な
る

と
さ
ら
に
上
が
る
。
韓
国
（
女
性
）、
マ
レ
ー

シ
ア
（
女
性
）
は
、
転
職
未
経
験
者
よ
り
２
回

経
験
者
の
管
理
職
で
あ
る
確
率
が
高
い
。

　
一
方
で
、
オ
ッ
ズ
比
を
表
示
し
て
い
な
い

（
有
意
差
が
な
い
）
と
こ
ろ
の
意
味
も
重
要
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
転
職
経
験
、
転
職
回
数
が
管

理
職
で
あ
る
確
率
に
関
係
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
は
、
男
女
と
も
す
べ
て
の
転
職
回
数
で
、

有
意
差
が
な
い
が
、
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
い
て
、
転
職
を
重
ね
て
も
、
重
ね
な
く
て

も
、
管
理
職
で
あ
る
確
率
に
は
関
係
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
中
途
入
社
者

は
、
生
え
抜
き
組
に
比
べ
て
昇
進
が
不
利
だ
と

い
わ
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
こ
の
８
カ
国
に
限

る
と
日
本
だ
け
の
話
の
よ
う
だ
。

ア
ジ
ア
の
常
識 

そ
の
２ 

転
職
す
れ
ば
年
収
が
上
が
る

　
次
に
転
職
を
繰
り
返
す
こ
と
が
年
収
の
増
減

に
影
響
を
与
え
る
の
か
を
調
べ
て
み
た
。
現
在

の
勤
務
先
へ
の
転
職
に
よ
り
、
年
収
が
「
増
え

た
」「
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
」「
減
っ
た
」

の
３
つ
の
選
択
肢
を
用
意
し
た
。
図
表
３

－

３

－

４
は
、
転
職
回
数
ご
と
に
、「
増
え
た
」「
減

っ
た
」
の
割
合
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
日
本
人
を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、
こ
の

設
問
は
存
在
し
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
、
転
職

前
と
１
年
後
の
年
収
を
実
数
で
尋
ね
た
設
問
を

活
用
し
、「
10
％
以
上
増
え
た
場
合
」「
10
％
以

上
減
っ
た
場
合
」
の
割
合
を
集
計
し
て
い
る
。

　
転
職
回
数
で
の
比
較
を
行
う
前
に
、
ま
ず

「
転
職
あ
り
計
」
の
数
値
を
見
て
ほ
し
い
。
転

職
に
よ
っ
て
年
収
が
減
る
国
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

増
え
る
の
が
普
通
な
の
だ
。「
増
え
た
」
割
合

が
最
も
高
い
の
は
、
中
国
（
男
性
82
・
９
％
、

女
性
84
・
４
％
）
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
男
性

80
・
７
％
、
女
性
75
・
7
％
）、
イ
ン
ド
（
男

性
78
・
０
％
、
女
性
73
・
５
％
）、
マ
レ
ー
シ

ア
（
男
性
68
・
２
％
、
女
性
75
・
２
％
）、
ア

メ
リ
カ
（
男
性
65
・
３
％
、
女
性
65
・
１
％
）

と
高
い
水
準
で
続
く
。
ベ
ト
ナ
ム
（
男
性
55
・

６
％
、女
性
57
・
７
％
）、韓
国
（
男
性
53
・
８
％
、

女
性
53
・
６
％
）
で
も
過
半
数
を
占
め
る
。

「
減
っ
た
」
割
合
は
、
男
性
で
は
韓
国

（
９
・
６
％
）
が
最
も
高
い
。
女
性
で
は
韓
国

（
15
・
０
％
）、
ア
メ
リ
カ
（
11
・
６
％
）、
タ

イ
（
10
・
７
％
）
と
続
く
が
、
割
合
は
少
な
い
。

　
転
職
回
数
で
見
る
と
、
年
収
増
減
に
明
ら
か

3-3-3
転職すると管理職である確率はどうなるか  3-

3

※転職なしと比べて、10％以上有意に差がある場合のみオッズ比を掲載
※管理職である場合を1、ない場合を0としたロジット分析
※上記の転職回数ダミーのほかに、年齢を説明変数に入れコントロールしている

転職前後の年収の変化
（※数字は％）

中国
韓国
インド
タイ

マレーシア
インドネシア
ベトナム
アメリカ
日本

男性 女性
1回 2回 3回以上 1回 2回 3回以上

1.77 3.41

2.33 2.13
2.55 2.57

2.01

2.29 1.99
0.48 0.20

2.33
0.65

1.98

2.35

3.30

2.42

0.240.31 0.13

2.44
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な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
転
職
を
重

ね
て
も
、
年
収
が
増
え
る
人
が
や
は
り
多
い
の

だ
。

日
本
の
特
異
性
が
明
ら
か
に 

転
職
で
年
収
が
下
が
る
ケ
ー
ス
も

　
そ
う
し
た
な
か
、
転
職
が
年
収
に
も
た
ら
す

影
響
が
特
異
な
国
が
あ
る
。
日
本
で
あ
る
。
増

減
の
定
義
が
ほ
か
と
は
違
う
の
で
、
日
本
だ
け

の
数
値
の
違
い
に
注
目
す
る
と
、
年
収
へ
の
影

響
は
男
女
差
が
大
き
い
こ
と
、
男
女
と
も
に
年

収
が
減
る
人
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
女
性
に
つ

い
て
は
転
職
に
よ
り
年
収
が
減
る
人
が
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。

　
詳
細
を
見
る
と
、「
10
％
以
上
増
え
た
人
」

が
男
性
の
40
・
６
％
に
比
べ
、女
性
は
28
・
３
％

と
差
が
大
き
い
。「
10
％
以
上
減
っ
た
人
」
が

男
性
で
25
・
０
％
と
少
な
く
な
く
、
女
性
で
は

41
・
４
％
と
、「
10
％
増
」
よ
り
も
高
い
。
つ

ま
り
、
日
本
で
は
転
職
に
よ
っ
て
年
収
が
増
え

る
人
も
減
る
人
も
い
る
。
女
性
の
場
合
は
年
収

が
下
が
る
人
の
ほ
う
が
多
い
。

3-3-4
転職前後の年収の変化

（※数字は％）

中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

日
本

※転職前後の年収の変化を「1．増えた、2.ほとん
ど変わらなかった、3．減った」の3つの選択肢で聞
いている
日本調査のみ、転職前と1年後の年収を実数で聞
いたものを、10％以上増、10％以上減で集計した
割合であるため、ほかとの比較に注意が必要であ
る

　
こ
の
結
果
は
、
先
に
見
た
転
職
理
由
と
合
わ

せ
る
と
整
合
的
で
あ
る
。
日
本
以
外
の
国
の
退

職
理
由
は
「
賃
金
へ
の
不
満
」
の
割
合
が
高
か

っ
た
。
転
職
先
は
、
当
然
、
賃
金
を
考
慮
し
て

決
め
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
日
本
の
退
職
理
由

は
多
様
で
あ
り
、
賃
金
だ
け
で
は
な
い
。
転
職

先
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
に
応
じ
て
決
め
る
。

結
婚
や
出
産
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
期

に
退
職
し
た
女
性
は
、
賃
金
よ
り
も
働
き
方
を

重
視
し
て
転
職
先
を
決
め
る
は
ず
だ
。
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※ 大学を卒業してから現在までの仕事の履歴についての設問（入社年月、退職年月）から、各年齢での就業状態（いくつ目の仕事か、もしくはブランクか）を割り
出して集計

　仕事の履歴についての設問では、初職と現職以外は、3カ月以上継続したもののみ記述してもらう形式のため、3カ月未満の仕事は集計に含まれていない
　本報告書の3-1-1の「転職回数（転職回数を聞いた設問を活用）」と、この集計は、別の設問なので注意が必要である
　年齢が上がると集計対象者（その年齢を経験した人）の数が減る。すべての国で集計対象者数が50を上回る33歳までの集計とした

44

より詳しく知りたい人のためのデータ集Ⅲ

中国

年齢を重ねると仕事経験数の分布はどう変化するのか
※仕事と仕事の間は、仕事をしていない状態（ブランク）を示している

韓国 インド

タイ マレーシア インドネシア

ベトナム アメリカ 日本

在学中 １つ目の仕事 2つ目の仕事 3つ目の仕事 それ以上
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男性
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中国

女性

韓国 インド

タイ マレーシア インドネシア

ベトナム アメリカ 日本

在学中 １つ目の仕事 2つ目の仕事 3つ目の仕事 それ以上
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1

次の外
資系

企業で
働いて

みたい
ですか

。

世界を股に
かける
「人と企業」
の条件
交通網、情報網の発達で地球がますます狭くなり、物や観光客
だけではなく、働く人も国境を超え、自由に行き来する時代と
なった。アジアでは、どんな志向を持った人が世界を股にかけ
て働きたいと思っているのだろうか。併せて彼らが抱いている
日本企業のイメージも探ってみた。

４-1. グローバル勤務志向
日本人はみんな「内向き」なのか…………47

COLUMN
英語レベルと年収の関係…………49

４-2. 外資系企業への勤務志向
アメリカ企業が圧倒的人気、日本企業も善戦…………50

４-3. 日本企業のイメージ
教育は熱心だが、キャリアパスが不透明…………52

より詳しく知りたい人のためのデータ集Ⅳ…………54
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グ
ロ
ー
バ
ル
勤
務
志
向

日
本
人
は
み
ん
な「
内
向
き
」な
の
か　

自
国
外
で
働
き
た
い
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
志

向
者
の
割
合
を
見
て
い
く
と
、
イ
ン
ド
の
81
・

４
%
を
筆
頭
に
、
タ
イ
75
・
８
%
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
68
・
２
%
と
軒
並
み
高
い
数
字
と
な
っ
て

い
る
（
図
表
４

－

１

－

１
）。
逆
に
低
さ
が
目

立
つ
の
が
ベ
ト
ナ
ム
で
、
40
・
８
%
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
人
は
元
来
内
向
き
の
性
格
で
知
ら
れ
、

し
か
も
社
会
主
義
国
家
で
あ
る
た
め
、
国
民
の

出
国
を
政
府
が
厳
し
く
管
理
し
て
お
り
、
海
外

旅
行
に
行
く
の
に
も
煩
雑
な
審
査
が
あ
る
。
そ

ん
な
事
情
が
背
景
に
あ
り
そ
う
だ
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
P
a
r
t
1
の
15
ペ
ー
ジ
で
も
触
れ
た
。

韓
国
42
・
９
%
、
ア
メ
リ
カ
42
・
１
%
、
日
本

34
・
２
%
も
同
じ
よ
う
に
低
い
水
準
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
国
は
経
済
的
に
成
熟
し
て
い
る
の
で
、

あ
え
て
世
界
を
股
に
か
け
な
く
て
も
、
満
足
し

て
働
け
る
環
境
が
国
内
に
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
そ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
者
は
ど

ん
な
人
な
の
か
。
以
下
、
２
つ
の
切
り
口
で
見

て
い
き
た
い
。
1
つ
は
「
勤
務
先
の
種
類
」
で

あ
り
、
も
う
1
つ
は
「
仕
事
を
す
る
う
え
で
大

切
だ
と
思
う
も
の
」
で
あ
る
。
後
者
に
関
し
て

は
、
P
a
r
t
１
の
12
〜
13
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い

解
説
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
併
せ
て
お
読
み

い
た
だ
き
た
い
。

　
図
表
４

－

１

－

２
は
勤
務
先
を
国
営
・
公
営
、

内
資
、
外
資
に
分
け
た
場
合
の
グ
ロ
ー
バ
ル
志

※グローバルに働きたいと思う人は、望ましいと思う働き方に関する質問で、
世界を股にかける働き方が「近い」「どちらかというと近い」と回答した雇用者
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4-1-1
グローバルに働きたいと思う人の割合

中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

日
本

10

20

30

40

50

60

70

80

90

0
60.4

42.9

81.4 75.8

63.5

68.2

40.8

42.1 34.2

%
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0

向
者
の
割
合
で
あ
る
。
ど
の
国
で
も
、
グ
ロ
ー

バ
ル
志
向
者
は
外
資
系
企
業
勤
務
者
に
多
い
。
　

　
外
資
系
企
業
に
勤
務
す
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
の
範

囲
が
国
際
的
に
な
る
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向

者
の
割
合
が
高
い
の
は
、
あ
る
意
味
当
た
り
前

だ
が
、
外
資
系
企
業
勤
務
者
と
内
資
系
企
業
勤

務
者
の
差
に
注
目
し
て
み
る
と
興
味
深
い
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
者
の

割
合
は
、
内
資
系
企
業
勤
務
者
で
は
30
%
強
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
外
資
系
企
業
勤
務
者
で
は

55
・
６
%
と
な
っ
て
お
り
、
大
き
く
差
が
出
て

い
る
。
昨
今
の
日
本
人
は
非
常
に
内
向
き
だ
と

い
わ
れ
る
が
、
外
資
系
企
業
勤
務
者
に
つ
い
て

い
え
ば
そ
う
と
も
い
え
な
い
。
た
だ
し
、
内
資

系
企
業
勤
務
者
に
限
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向

者
の
割
合
は
世
評
ど
お
り
、
９
カ
国
中
、
最
低

と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

い
っ
た
国
で
は
、
確
か
に
外
資
系
企
業
勤
務
者

の
う
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
者
の
割
合
は
、
国

営
・
公
営
お
よ
び
内
資
系
企
業
勤
務
者
よ
り
も

数
値
が
高
い
が
、
両
者
の
差
は
大
き
く
な
い
。

こ
れ
ら
の
国
に
お
い
て
は
、
国
営
や
公
営
、
そ

し
て
内
資
系
企
業
に
お
い
て
も
、
海
外
勤
務
や

%

%
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4-1-2
グローバルに働きたいと思う人の割合（勤務先の種類別）

中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

日
本

55.5
46.9

73.5

46.9 43.4
60.0

78.9
78.4

88.0

77.7 73.3
85.1

59.4 57.0
76.2

61.7
67.5

77.2

42.9 37.8
51.8

38.2
40.8

47.0

34.3
32.9

55.6

4-1-3
グローバルに働きたいと思う人の割合
（仕事をするうえで大切だと思うもの別）

中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

日
本

34.2
36.4

55.0
28.5

42.1 39.4
52.0

36.7

40.8
41.0

49.4
29.6

68.2
71.6
70.8

62.0

63.5
62.7

70.3
59.1

75.8 74.1
79.7 75.6

81.4
84.6

79.6
85.2

60.4
61.9

66.6
55.5

42.9
42.6

61.5
36.3

全体 自分の希望する仕事内容 明確なキャリアパス 雇用の安定性

国営・公営 内資 外資



　国際ビジネスには英語が必須であ
る。国ごとの英語レベルの違いと、
それによる年収差を調べてみた。
　図表４－１－４は国ごとに英語の
スキル（回答者本人の自己評価）を
表したものである。ビジネス上のプ
レゼンテーション、交渉力がある上
級レベルにあたる人は、英語が公用
語であるインドでは４割強、マレー
シアでは３割弱と高い水準となって
いる。一方、日本は２.６%、韓国
は５.２%といずれも低い水準で、
その後にタイ、ベトナムと続く。上
級レベルと中級レベルを合わせると、
英語がそれなりにできる人の割合は、
東南アジアの場合、軒並み4割を超

英語レベルと年収の関係
えているのに対し、日本は１割程度、
韓国は３割強にすぎない状況だ。
　では、英語のレベルによってどれ
だけ年収は異なるのだろうか。図表
４－１－５を見ると、日本と東南ア
ジア諸国の違いがわかる。東南アジ
ア諸国では初級レベル以下に対して
上級レベルでは年収が平均して５割
以上多くなっており、タイとマレー
シアは２倍以上となっている。中級
レベルについても程度の差はあるが、
初級レベル以下と比較してほぼ２割
以上多くなっている。
　このなかで特異であるのはインド
と日本であり、英語のレベルによる
年収の違いがあまり見られない。イ

ンドの場合、英語は公用語なので、
できて当たり前であり、英語のレベ
ルによって年収が変わることはない
のが当然だ。では日本でなぜ年収差
が見られないかといえば、理由は2
つ考えられる。1つは、本人が英語
ができなくても、通訳や翻訳などの
サービスが利用できるからである。
もう1つの理由は、他国と異なり、
英語を必要としない収入の高い仕事
が国内に多く存在するからだろう。
　いずれにせよ、英語の出来不出来
にかかわらず、収入があまり変わら
ない日本はアジアでは珍しい国だと
いえる。

COLUMN

海
外
と
の
取
引
が
さ
か
ん
な
た
め
、
グ
ロ
ー
バ

ル
志
向
が
高
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

韓
国
、日
本
で
は
、 

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
鍵
を
握
る

 

「
仕
事
を
す
る
う
え
で
大
切
だ
と
思
う
も
の
」

と
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
と
の
関
連
も
見
て
い
く
。

今
回
は
、
そ
の
な
か
で
も
顕
著
な
差
が
表
れ
た

「
自
分
の
希
望
す
る
仕
事
内
容
」「
明
確
な
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
」「
雇
用
の
安
定
性
」
に
注
目
し
た

い
（
詳
細
は
54
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
）。

　
デ
ー
タ
（
図
表
４

－

１

－

３
）
を
見
て
明
ら

か
な
の
は
、
韓
国
と
日
本
に
お
い
て
、「
明
確

な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」
が
仕
事
を
す
る
う
え
で
大

切
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
人
は
、
そ
れ
以
外
の

人
に
比
べ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
者
が
多
い
と

い
う
こ
と
だ
。
具
体
的
に
は
、
韓
国
で
は
そ
う

い
う
人
が
61
・
５
%
（
全
体
42
・
９
％
）、
日

本
で
は
55
・
０
%
（
全
体
34
・
２
%
）
を
占
め

て
い
る
。
日
本
と
韓
国
は
内
部
労
働
市
場
が
発

達
し
て
い
る
の
で
、
キ
ャ
リ
ア
は
企
業
主
導
と

い
う
例
が
多
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
確
な

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
意
識
し
て
努
力
す
る
人
は
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
一
環
と
し
て
自
国
外
で
働
く

こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
一
方
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、「
仕
事
を
す
る
う

え
で
大
切
だ
と
思
う
も
の
」
と
グ
ロ
ー
バ
ル
志

向
の
間
に
強
い
関
連
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら

の
国
で
は
大
卒
者
は
一
握
り
の
エ
リ
ー
ト
で
あ

り
、
世
界
で
活
躍
す
る
こ
と
が
当
然
だ
と
い
う

風
潮
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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英語の語学レベルの割合
4-1-4

中国

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

日本
102030405070 60
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63.0
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6.8

8.4
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英語の語学レベルごとの平均年収
4-1-5
（初級レベル以下＝100とした場合）

220200180160140100 120 240
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上級レベル 中級レベル



外
資
系
企
業
へ
の
勤
務
志
向

ア
メ
リ
カ
企
業
が
圧
倒
的
人
気
、

日
本
企
業
も
善
戦

4-

2

　
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
を
中
心
に
グ
ロ
ー
バ
ル

に
働
き
た
い
と
考
え
る
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
が
、
外
資
系
企
業
へ
の
勤
務
志
向
も
同
じ

よ
う
に
高
い
の
だ
ろ
う
か
。
外
資
系
企
業
勤
務

志
向
の
実
態
を
見
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
は
外
資
系
企
業
で
働
い
て
い
る
人
の
割

合
と
グ
ロ
ー
バ
ル
勤
務
志
向
の
割
合
を
調
べ
て

み
た
。
実
際
に
外
資
系
企
業
で
働
い
て
い
る
人

の
割
合
は
、
特
に
中
国
で
37
・
４
%
と
高
い
が
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
１
～
２
割
に
と
ど
ま
る
。

一
方
、
韓
国
は
３
・
９
%
、
日
本
は
５
・
８
%
と

低
い
。
外
資
と
合
資
企
業
の
割
合
を
足
し
合
わ

せ
て
も
（
グ
ラ
フ
に
お
け
る
、
外
資
＋
合
資
）、

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
次
に
、

「
外
資
系
企
業
で
働
き
た
い
」
と
思
う
人
の
割

合
を
見
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
っ
た
国
々
で
、
そ
の
数
値

が
非
常
に
高
い
。
ベ
ト
ナ
ム
89
・
１
%
、
イ
ン

ド
88
・
２
%
を
筆
頭
に
、
極
め
て
外
資
系
企
業

志
向
が
高
い
と
い
え
る
（
図
表
４

－

２

－

１
）。

　
47
ペ
ー
ジ
で
見
た
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志

向
者
の
割
合
が
高
い
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、「
外
資
系
企
業
で
働
き

た
い
」
と
考
え
る
人
が
多
い
の
は
当
然
と
い
え

る
。
し
か
し
、
韓
国
や
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
者
の
割
合
が
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
外
資
系
企
業
で
働

き
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
国
も
あ
る
。

%
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中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

日
本

0

10

20
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40

50

60

70

80
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100

5.8
8.0

25.6
36.4

89.1

18.2
36.2

73.4

26.0
35.7

67.1

16.3
27.7

66.7

24.1
34.8

88.2

3.9
6.2

69.9

37.4
51.2

76.5

4-2-1
外資系企業勤務者・勤務希望者割合

勤務者割合（外資） 勤務者割合（外資＋合資） 希望者割合

※希望者割合は、米・欧・日・韓・中の外資系企業に対して、少なくとも1つの国資本の外資系企業で「進んで働きたい」
と回答した雇用者の割合。日本については、外資系企業勤務の希望に関する質問は行っていない



こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
韓
国
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
の
高

い
人
は
既
に
海
外
で
働
い
て
い
る
こ
と
と
、
内

資
系
企
業
の
代
表
で
あ
る
財
閥
に
入
る
の
は
非

常
に
狭
き
門
で
あ
り
、
そ
こ
に
就
職
で
き
な
い

人
が
よ
り
よ
い
待
遇
を
求
め
、
外
資
系
企
業
を

志
向
し
て
い
る
と
い
う
図
式
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
一
方
の
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
そ
も
そ
も
経
済

社
会
が
発
展
途
上
で
あ
り
、
働
き
た
い
と
思
う

国
内
企
業
が
あ
ま
り
な
い
。
そ
こ
で
、
よ
り
よ

い
条
件
を
求
め
て
、
外
資
を
志
向
す
る
人
が
多

い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
国
、韓
国
企
業
と
比
べ
る
と 

日
本
企
業
の
人
気
は
高
い

　
ど
の
国
の
企
業
で
働
き
た
い
か
、
に
つ
い
て

も
見
て
い
こ
う
（
図
表
４

－

２

－

２
）。

　
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
ど
の
国
に
お
い
て
も

圧
倒
的
人
気
な
の
は
ア
メ
リ
カ
企
業
で
あ
る
。

イ
ン
ド
で
は
８
割
強
、
ベ
ト
ナ
ム
は
7
割
、
中

国
、
韓
国
で
は
６
割
を
超
え
る
人
が
ア
メ
リ
カ

企
業
を
希
望
し
て
い
る
。

　
日
本
企
業
に
つ
い
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中

心
に
勤
務
意
向
が
高
い
。
特
に
タ
イ
や
ベ
ト
ナ

ム
で
は
半
数
を
超
え
る
人
が
日
本
企
業
で
の
勤

務
意
向
を
持
ち
、
特
に
タ
イ
で
は
そ
の
数
値
が

ア
メ
リ
カ
企
業
と
拮
抗
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

国
で
は
日
本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
良
好
な
こ

と
が
奏
功
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
イ

ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い

て
も
、
３
～
４
割
の
人
が
日
本
企
業
で
の
勤
務

意
向
を
持
っ
て
い
る
。
逆
に
中
国
や
韓
国
で
は

そ
の
割
合
が
低
く
、
中
国
で
は
１
割
に
満
た
ず
、

韓
国
で
は
２
割
に
と
ど
ま
る
。

　
日
本
企
業
へ
の
勤
務
意
向
は
、
中
国
企
業
、

韓
国
企
業
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
特
徴
が
顕
著

と
な
る
。
中
国
企
業
へ
の
勤
務
意
向
は
タ
イ
で

２
割
近
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
国
は

軒
並
み
そ
れ
よ
り
低
い
数
値
だ
。
韓
国
に
つ
い

て
も
、
中
国
ほ
ど
の
低
さ
で
は
な
い
が
２
～
３

割
に
と
ど
ま
る
。
こ
う
し
た
人
気
の
低
さ
は
、

経
済
の
躍
進
ぶ
り
が
伝
え
ら
れ
る
両
国
だ
が
、

華
々
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
果
た
し
て
い
る

企
業
は
一
握
り
、
と
い
う
事
情
に
よ
る
の
で
は

な
い
か
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
戦
後
１
９
６
０
年

代
か
ら
こ
の
地
に
進
出
し
て
い
る
と
い
う
日
本

企
業
の
歴
史
の
長
さ
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

　
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン

ド
、
中
国
）
の
成
長
に
翳
り
が
出
て
き
た
今
、

新
た
に
注
目
さ
れ
る
勃
興
市
場
が
東
南
ア
ジ
ア

だ
。
そ
こ
で
の
日
本
企
業
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

は
良
好
だ
。
こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

%
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4-2-2
外資系企業の勤務希望者割合（各国資本別）
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66.8

8.4
5.5

60.1
11.6

20.9

82.4
17.2
19.0

37.4

51.1
19.5

32.0
50.7

48.2
18.2

25.6
33.8

50.1
11.1

23.8
41.3

74.5
6.8

25.2
53.9

アメリカ企業 中国企業 韓国企業 日本企業

※希望者割合は、「進んで働きたい」と回
答した雇用者の割合。中国において、中国
系企業は外資系企業とはいえないので、
中国系企業の勤務希望調査はしていな
い。韓国についても同様



日
本
企
業
の
イ
メ
ー
ジ

教
育
は
熱
心
だ
が
、 

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が

不
透
明

4-

3

　
51
ペ
ー
ジ
で
見
た
よ
う
に
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
を
中
心
に
日
本
企
業
へ
の
勤
務
を
志
向
す
る

人
材
が
一
定
数
以
上
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

で
は
、
彼
ら
の
目
に
日
本
企
業
は
ど
の
よ
う
に

映
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
日
本
企
業

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
働
き
方
や
キ
ャ

リ
ア
、
経
営
者
の
印
象
な
ど
「
働
く
」
に
関
係

す
る
５
項
目
を
国
別
に
比
較
し
て
み
る
。
ア
ジ

ア
各
国
の
人
材
を
活
用
す
る
際
に
日
本
企
業
が

強
み
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と
、
逆
に
留

意
す
べ
き
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
い
ず
れ
も
日
本
企
業
へ
の
勤
務
志
向
が
強
い

東
南
ア
ジ
ア
各
国
と
韓
国
の
計
６
カ
国
で
比
較

し
て
み
よ
う
（
図
表
４

－
３
）。
共
通
点
が
２

つ
あ
る
。

　
1
つ
は
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
「
長
期
的
な

視
野
で
仕
事
の
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ

る
」
の
割
合
が
ほ
か
と
比
較
し
て
高
い
こ
と
だ
。

日
本
企
業
が
教
育
熱
心
で
長
期
的
な
人
材
育
成

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
日
本
で
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
で
も
同
じ
イ

%%

%
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4-3
日本企業に
対する
イメージの
各国比較	
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メ
ー
ジ
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

ま
た
、
著
者
が
イ
ン
ド
の
日
本
企
業
の
イ
ン
ド

人
社
員
に
現
地
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
時
、

「
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
す
え
て
、
学
ぶ
べ
き

こ
と
を
学
べ
る
環
境
が
あ
り
が
た
い
。
日
本
企

業
で
働
い
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
複
数
あ

っ
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。

　
2
つ
目
は
、「
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描

く
こ
と
が
で
き
る
」
の
割
合
が
共
通
し
て
低
い

こ
と
だ
。
日
本
企
業
は
社
員
に
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

を
示
さ
な
い
と
、
こ
れ
も
日
本
で
は
よ
く
い
わ

れ
る
こ
と
だ
が
、
同
じ
こ
と
が
各
国
の
人
た
ち

に
も
認
識
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
日
本
企
業
は
海
外
に

展
開
す
る
際
に
、
そ
の
国
の
文
化
や
商
慣
習
に

合
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
現
地
法
人
で
は
、

日
本
で
培
っ
て
き
た
自
社
の
特
徴
や
強
み
を
あ

る
程
度
維
持
し
て
い
る
と
い
え
る
。
日
本
企
業

に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
人
の
多
く
は
、
仕
事
の

ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
た
い
と
い
っ
た
人
た

ち
だ
。
仕
事
の
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
成
長

で
き
る
環
境
が
用
意
さ
れ
て
い
る
点
は
、
日
本

企
業
の
強
み
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
点
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
人
材
育
成
と
キ
ャ
リ
ア
の
尊
重
は
対
立
し
な

い
。
今
後
は
、
教
育
機
会
を
十
分
に
提
供
し
つ

つ
も
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
さ
せ
、
尊
重

す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

日
本
企
業
の
経
営
陣
に 

厳
し
い
目
を
向
け
る
韓
国
人

　
最
後
に
各
国
ご
と
に
見
ら
れ
る
違
い
に
つ
い

て
触
れ
て
お
き
た
い
。

 

「
経
営
陣
が
信
用
で
き
る
」
と
い
う
項
目
に
つ

い
て
、
韓
国
で
は
84
・
９
%
と
、
他
の
項
目
よ

り
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
韓
国
で
は
、
現

に
そ
う
な
の
だ
が
、
財
閥
が
経
済
を
動
か
し
て

い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
企
業
の
ト
ッ

プ
に
は
国
民
が
厳
し
い
目
を
向
け
が
ち
で
あ
る
。

そ
う
し
た
視
線
が
日
本
の
経
営
者
に
も
向
け
ら

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
一
方
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
逆
で
、

「
経
営
陣
が
信
用
で
き
る
」
が
比
較
的
高
い
数

値
を
示
し
て
い
る
。
両
国
で
は
汚
職
が
蔓
延
し
、

企
業
ト
ッ
プ
に
対
す
る
信
頼
度
が
低
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
経
営
陣
の
信
用
度
が
高

い
の
は
、
両
国
が
そ
も
そ
も
親
日
で
あ
る
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

%%
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よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
人
の
た
め
の
デ
ー
タ
集
Ⅳ

1.仕事をするうえで大切だと思うもの別 グローバル勤務志向者の割合

中
国
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国
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レ
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自分の希望する仕事内容
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66.2

49.1

74.6

30.3

6.8

33.1

21.8

54.9

20.3

17.8

3.6

14.9

73.0

19.6

34.9

4.6

2.7

41.7

41.7

55.4

9.5

38.7

23.4

40.0

87.8

32.7

61.5

4.0

2.7

44.5

31.3

80.6

4.1

22.8

7.1

15.4

93.2

インド
全体

進んで働きたい

働いてもよい

働きたくない

187

483

184

112

82.4

92.4

79.7

70.5

11.8

6.5

19.3

8.0

5.8

1.1

1.1

21.4

61.1

73.4

61.0

41.1

30.6

26.1

35.3

30.4

8.3

0.5

3.7

28.6

18.2

35.9

9.6

3.6

40.4

37.5

52.4

25.0

41.4

26.6

38.0

71.4

20.1

40.8

10.2

2.7

44.1

39.7

62.6

20.5

35.8

19.6

27.3

76.8

日本企業への
勤務意向

サ
ン
プ
ル

サ
イ
ズ 進んで

働きたい
働いても
よい

働きたく
ない

アメリカ企業への勤務意向

進んで
働きたい

働いても
よい

働きたく
ない

ヨーロッパ企業への勤務意向

進んで
働きたい

働いても
よい

働きたく
ない

中国企業への勤務意向

進んで
働きたい

働いても
よい

働きたく
ない

韓国企業への勤務意向
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萩
原
（
以
下
、
萩
）
結
論
か
ら
い
う
と
、
日
本

の
特
異
性
が
際
立
っ
た
結
果
で
し
た
ね
。

豊
田
（
以
下
、
豊
）　
会
社
を
選
ぶ
基
準
の
１

位
は
、
日
本
以
外
は
、
給
料
の
高
さ
だ
っ
た
け

れ
ど
、
日
本
だ
け
が
よ
い
人
間
関
係
を
重
視
し

て
い
た
。

萩
　
そ
の
せ
い
か
、
転
職
し
た
ら
、
他
の
国
で

は
給
料
が
上
が
る
の
が
常
識
な
の
に
、
日
本
だ

け
が
違
い
ま
し
た
。

豊
　
給
料
が
上
が
ら
な
い
と
転
職
し
な
い
と
い

う
の
は
、
お
金
そ
の
も
の
に
執
着
心
が
強
い
と

い
う
よ
り
、
自
尊
心
を
満
た
し
、
社
会
的
地
位

を
確
認
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
給
料
が
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
気
が
す
る
ね
。

萩
　
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
他
の
国
で
は
自
分
の
年
収
を

聞
か
れ
た
ら
平
気
で
他
人
に
明
か
す
み
た
い
で

す
か
ら
ね
。

豊
　
つ
い
先
日
、
東
京
と
上
海
で
、
現
地
の
ト

ッ
プ
ラ
ン
ク
の
大
学
生
を
相
手
に
グ
ル
ー
プ
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
会
社
を
選
ぶ
基
準
を
聞
い

た
ん
だ
け
ど
、
東
大
生
の
多
く
は
や
は
り
人
間

関
係
を
筆
頭
に
あ
げ
、
一
方
の
復
旦
大
学
の
学

生
は
何
よ
り
明
確
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
重
要
だ

と
。

戸
田
（
以
下
、
戸
）　
現
地
に
行
っ
て
調
査
す

る
と
、
イ
ン
ド
人
も
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
非
常
に

重
視
す
る
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
典
型
的
キ
ャ
リ
ア
は
、
大
学
を
出
て
２
、３

年
、
企
業
で
働
い
た
後
、
退
職
し
て
Ｍ
Ｂ
Ａ
を

取
り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

い
っ
た
年
収
の
高
い
仕
事
に
就
く
、
あ
る
い
は

実
家
の
商
売
を
継
ぐ
。
こ
ん
な
感
じ
で
、
１
社

に
長
く
勤
め
る
感
覚
が
非
常
に
希
薄
で
す
。

萩
　
転
職
率
も
意
外
で
し
た
ね
。
流
動
性
が
高

い
と
い
わ
れ
る
ア
ジ
ア
の
実
態
を
把
握
し
よ
う

と
し
た
わ
け
で
す
け
ど
、
日
本
人
の
女
性
が
最

も
転
職
し
て
い
た
。
実
態
は
結
婚
や
出
産
に
よ

る
離
職
が
影
響
し
て
い
る
の
で
す
が
。

豊
　
日
本
は
イ
ン
ド
な
ど
に
比
べ
た
ら
、
ジ
ェ

む
す
び
に
代
え
て

脱
日
入
亜
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

可
能
な
の
か

調
査
の
分
析
と
本
書
の
執
筆
を
担
当
し
た

3
人
の
研
究
員
に
、

既
に
ア
ジ
ア
に
進
出
し
て
い
る
か
、

今
後
、進
出
を
考
え
て
い
る
日
本
企
業
の

人
事
な
ら
び
に
現
地
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
向
け
て
、

本
書
の
読
み
ど
こ
ろ
と

今
後
の
人
事
の
あ
り
方
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

ン
ダ
ー
意
識
は
強
い
ほ
う
だ
と
思
っ
て
い
た
ん

だ
け
ど
、
働
く
場
面
で
は
ま
っ
た
く
違
う
と
。

結
婚
や
出
産
が
、
こ
れ
だ
け
女
性
の
キ
ャ
リ
ア

に
影
響
を
及
ぼ
す
国
と
い
う
の
は
世
界
で
も
珍

し
い
ん
だ
ろ
う
な
あ
。

戸
　
イ
ン
ド
は
家
族
の
な
か
で
は
男
女
平
等
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
働
く
場
面
で
は
男
女

を
区
別
す
る
発
想
が
希
薄
で
す
。
日
本
は
逆
で

家
族
内
で
の
男
女
差
別
は
消
え
か
か
っ
て
い
ま

す
が
、
企
業
内
で
は
残
滓
が
色
濃
く
あ
る
よ
う

で
す
。

「
企
業
に
入
社
」で
は
な
い

「
企
業
と
契
約
」す
る
中
国
人
学
生

豊
　
中
国
の
学
生
の
話
で
面
白
か
っ
た
の
が

「
企
業
に
入
社
す
る
」
で
は
な
く
、「
企
業
と
契

約
す
る
」
と
表
現
す
る
ん
だ
。
そ
う
い
う
感
覚

が
少
な
く
と
も
イ
ン
ド
や
中
国
で
は
普
通
な
ん

だ
ろ
う
。

萩
　
そ
う
い
う
学
生
は
日
本
企
業
に
は
入
り
た

豊田義博 
リクルートワークス研究所 
主幹研究員
Part2の分析･執筆を担当
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が
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

戸
　
そ
う
思
い
ま
す
。
私
の
分
析
で
ま
さ
に
そ

う
で
し
た
が
、
日
本
企
業
は
明
確
な
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
を
提
示
す
る
の
が
不
得
意
で
す
。
日
本
の

感
覚
で
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
い
う
と
、
10
年
、
20

年
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ

と
短
く
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
５

年
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
提
示
し
て
働
い
て
も
ら

う
。
企
業
も
そ
の
人
に
投
資
し
た
も
の
を
５
年

で
回
収
で
き
た
ら
損
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。

萩
　
中
国
と
イ
ン
ド
が
日
本
と
対
極
的
な
の
は

デ
ー
タ
上
で
も
如
実
に
表
れ
て
い
ま
す
。
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
ベ
ト
ナ
ム
が
、
日
本
は
も
ち

ろ
ん
、
中
国
や
イ
ン
ド
と
も
違
う
。
キ
ャ
リ
ア

に
対
す
る
興
味
は
強
い
け
ど
、
自
分
で
キ
ャ
リ

ア
を
描
く
と
い
う
感
覚
は
薄
い
。
企
業
を
選
ぶ

際
に
、
教
育
研
修
の
機
会
が
豊
富
に
あ
る
か
を

非
常
に
重
視
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
る
か
は
わ
か
っ
て
い

な
い
。
と
に
か
く
、
研
修
機
会
と
い
う
場
を
求

め
て
い
る
の
だ
と
聞
き
ま
す
。

豊
　
中
国
と
韓
国
に
調
査
に
行
っ
た
時
、
発
展

可
能
性
と
か
、
発
展
空
間
と
い
う
同
じ
意
味
の

言
葉
を
ど
ち
ら
で
も
耳
に
し
た
ん
だ
け
ど
、
研

修
機
会
を
求
め
る
ベ
ト
ナ
ム
も
含
め
、
ア
ジ
ア

の
人
た
ち
は
発
展
し
た
い
、
成
長
し
た
い
ん
だ

と
思
う
。
発
展
も
し
く
は
成
長
し
た
結
果
が
、

お
金
で
あ
っ
た
り
、
地
位
で
あ
っ
た
り
す
る
わ

け
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
転
職
す
る
際
に
は
給
料

が
上
が
る
会
社
を
選
ぶ
ん
だ
。
自
分
の
発
展
度

合
い
が
目
に
見
え
て
わ
か
る
か
ら
ね
。
そ
う
い

う
環
境
で
日
本
企
業
は
ど
ん
な
人
を
採
用
し
、

ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
か
、
悩
み
ど
こ

ろ
だ
。

戸
　
雇
用
の
流
動
性
が
高
い
わ
け
で
す
か
ら
、

人
材
を
抱
え
込
む
リ
ス
ク
は
低
く
な
り
ま
す
。

大
量
に
採
用
し
て
、
そ
の
な
か
か
ら
よ
い
人
材

だ
け
を
辞
め
さ
せ
な
い
と
い
う
発
想
が
大
切
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

豊
　
日
本
企
業
は
そ
れ
に
は
抵
抗
が
あ
る
。
一

度
、
身
内
に
な
っ
た
人
間
が
早
く
辞
め
て
い
く

の
は
、
一
人
前
の
人
間
に
育
て
ら
れ
な
か
っ
た

こ
ち
ら
が
悪
い
と
い
う
意
識
が
強
い
か
ら
。
日

本
に
お
い
て
は
、
解
雇
が
、
企
業
の
横
暴
に
よ

る
非
情
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
社
会
的
意
識
も

根
強
い
し
、
日
本
国
内
で
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と

批
判
を
浴
び
か
ね
な
い
施
策
で
も
あ
る
。

萩
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
あ
る
日
系
企
業
で
聞
い

た
ん
で
す
が
、
大
量
採
用
、
大
量
解
雇
が
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
う
ま
く
や
る
コ
ツ
な
ん
だ
と
。
解

雇
し
て
も
そ
の
人
に
は
も
っ
と
向
い
て
い
る
仕

事
が
見
つ
か
る
の
で
、
お
互
い
後
腐
れ
な
い
状

態
だ
そ
う
で
す
。

豊
　
や
っ
て
い
る
企
業
も
あ
る
わ
け
だ
な
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
情
報
共
有
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

日
本
的
人
事
は
手
間
が
か
か
る

萩
　
一
方
で
こ
う
も
思
う
ん
で
す
。
日
本
人
の

働
き
方
、
日
本
企
業
の
働
か
せ
方
が
ほ
か
と
比

べ
て
違
う
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
だ
っ
た

ら
、
そ
の
違
い
を
逆
に
強
み
に
し
て
、
現
地
で

日
本
型
の
人
事
管
理
を
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
と
。
長
期
雇
用
で
安
定
し
て
い
て
、
給
料

も
年
々
上
が
っ
て
い
く
ん
だ
か
ら
、
こ
ん
な
嬉

し
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

豊
　
そ
れ
は
一
理
あ
る
ね
。
で
も
そ
れ
を
本
気

で
や
る
な
ら
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
情
報
共
有
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）
を
し
っ
か
り

や
る
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
重

視
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
今
よ

り
も
っ
と
徹
底
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

戸
　
そ
れ
を
や
る
に
は
、
今

以
上
に
、
そ
し
て
他
の
国
の

企
業
以
上
に
、
現
場
の
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
上
司
の
力
量
が
必

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
ま
で
の
余
力
が
日
本
企
業
に
あ
る
の
か
ど
う

か
。

豊
　
賃
金
交
渉
は
一
対
一
で
全
員
と
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
話
は
よ
く
あ
る
。
そ
の

交
渉
は
極
め
て
タ
フ
で
あ
る
た
め
、
現
地
人
材

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
日
本
人
で
は
無
理
で
、
現

地
に
す
べ
て
任
せ
よ
う
と
い
う
声
も
よ
く
聞
く
。

で
も
別
の
見
方
を
す
る
と
、
給
料
の
額
を
決
め

る
こ
と
自
体
が
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
に
も
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

辞
め
て
ほ
し
い
人
は
昇
給
さ
せ
な
け
れ
ば
い
い

の
だ
か
ら
。

戸
　
ア
ジ
ア
に
詳
し
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
、

毎
期
、
上
司
と
目
標
を
す
り
合
わ
せ
て
、
業
績

の
悪
い
人
に
対
し
て
は
、
こ
こ
ま
で
達
成
で
き

な
け
れ
ば
降
格
か
場
合
に
よ
っ
て
は
解
雇
す
る

と
い
う
こ
と
ま
で
は
っ
き
り
言
っ
た
ほ
う
が
い

い
、
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

豊
　
日
本
企
業
は
そ
う
い
う
出
口
管
理
は
国
内

で
も
不
得
意
だ
か
ら
ね
。

戸
　
本
社
と
現
地
法
人
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
う
ま
く
取
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
社
か
ら
発
せ
ら
れ
る

指
示
が
、
現
地
の
実
情
に
合
わ
な
い
、
と
ん
ち

ん
か
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
現
地
の
判
断
に

萩原牧子
リクルートワークス研究所 研究員
本調査の設計とPart1、Part3の分析・執筆を担当

戸田淳仁
リクルートワークス研究所 研究員

Part4の分析･執筆を担当
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必
要
以
上
に
介
入
し
て
き
た
り
、
と
い
っ
た
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

豊
　
中
国
で
聞
い
た
話
だ
け
ど
、
中
国
に
出
て

何
を
し
た
い
の
か
、
何
年
後
に
ど
う
い
う
状
態

に
な
っ
て
い
た
い
の
か
と
い
う
目
標
が
な
い
ま

ま
、
と
り
あ
え
ず
、
他
社
が
行
く
か
ら
自
分
も

行
く
と
い
う
日
本
企
業
が
多
い
そ
う
だ
。
そ
ん

な
状
態
だ
っ
た
ら
、
駐
在
員
も
自
分
の
頭
で
考

え
る
こ
と
を
せ
ず
、
本
当
は
も
っ
と
現
地
化
が

必
要
な
人
事
制
度
の
中
身
ま
で
、
い
ち
い
ち
本

社
に
お
伺
い
を
立
て
て
し
ま
う
の
は
当
た
り
前

だ
ね
。

萩
　
そ
う
い
っ
た
問
題
点
は
あ
る
に
せ
よ
、
キ

ャ
リ
ア
の
提
示
や
評
価
方
法
に
工
夫
さ
え
す
れ

ば
、
長
期
雇
用
が
前
提
の
日
本
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
世
界
で
も
通
用
す
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
。

豊
　
そ
の
長
期
雇
用
の
前
提
と
し
て
、「
初
期

キ
ャ
リ
ア
は
雑
巾
が
け
の
修
業
期
間
」
と
い
う

感
覚
が
日
本
企
業
に
は
濃
厚
に
あ
る
。
そ
れ
が

キ
ャ
リ
ア
の
提
示
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
に

も
関
係
し
て
く
る
。
こ
れ
が
世
界
の
若
者
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
か
、
だ
ね
。
ア
ジ
ア
の
他
の
国

で
は
、
自
分
な
り
の
キ
ャ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
が

既
に
あ
っ
て
、
雑
巾
が
け
は
ゴ
メ
ン
だ
と
思
う

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

キ
ャ
リ
ア
の
選
択
権
を

も
っ
と
個
人
に
移
譲
す
べ
き

萩
　
そ
う
だ
と
す
る
と
、
日
本
に
特
異
の
新
卒

一
括
採
用
、
し
か
も
大
学
の
後
半
に
進
路
を
決

め
、
即
、
就
職
す
る
と
い
う
仕
組
み
か
ら
考
え

直
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

豊
　
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
ア
ジ
ア
の

話
で
は
な
い
け
れ
ど
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
小

学
校
に
入
る
時
期
も
、
５
歳
か
ら
８
歳
ま
で
の

間
で
選
択
で
き
る
そ
う
だ
。
正
確
に
は
親
が
選

択
す
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
。
自
分
が
人
生
の
主
人

公
で
、
何
事
も
主
体
的
に
選
ん
で
い
く
。
こ
れ

が
欧
米
流
だ
け
ど
、
少
な
く
と
も
日
本
以
外
の

ア
ジ
ア
も
そ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
日
本
は
学

校
に
入
る
時
期
も
就
職
す
る
時
期
も
み
ん
な
一

緒
、
自
分
を
見
つ
め
る
と
い
う
よ
り
は
正
解
を

探
す
教
育
を
ず
っ
と
受
け
て
き
て
、
最
後
、
主

体
的
に
仕
事
を
選
ぶ
べ
き
場
面
で
も
そ
う
は
せ

ず
に
、
就
活
と
い
う
場
に
自
分
を
委
ね
て
し
ま

う
。
そ
こ
が
日
本
的
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
原
点
だ

か
ら
ね
。

萩
　
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
権
が
個
人
で
は
な
く
企

業
に
あ
る
の
が
日
本
。
各
国
の
優
秀
な
人
材
ほ

ど
、
そ
こ
に
引
っ
か
か
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

豊
　
そ
れ
は
日
本
国
内
の
問
題
で
も
あ
る
ん
だ

け
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
戦
う
場
合
、
そ
の
部
分

は
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ね
。

戸
　
日
本
企
業
の
社
員
に
キ
ャ
リ
ア
意
識
が
希

薄
だ
っ
た
の
は
、
企
業
が
定
年
ま
で
面
倒
を
見

て
く
れ
た
時
期
が
長
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
海
外
に
行
っ
た
ら
話
は
別
で
す
。

海
外
の
人
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
日
本
企
業
が
未

来
永
劫
、
自
分
の
国
に
い
続
け
る
か
も
ま
っ
た

く
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。
あ
と
、
修
業
期
間

と
い
っ
て
も
、
も
っ
と
仕
事
を
現
地
の
人
に
任

せ
て
も
い
い
。
多
少
失
敗
し
て
も
経
済
が
成
長

し
て
い
る
環
境
な
ら
す
ぐ
に
取
り
戻
せ
ま
す
。

イ
ン
ド
の
有
名
な
Ｉ
Ｔ
企
業
で
は
、
入
社
直
後

の
研
修
に
よ
り
一
人
前
に
さ
せ
る
ま
で
の
期
間

が
た
っ
た
半
年
で
す
。
業
種
に
も
よ
る
と
思
い

ま
す
が
、
新
人
を
即
戦
力
に
育
て
る
力
を
日
本

企
業
は
磨
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

萩
　
そ
ろ
そ
ろ
、
ま
と
め
の
話
に
入
り
ま
し
ょ

う
か
。
ア
ジ
ア
で
頑
張
っ
て
い
る
日
本
企
業
の

人
事
や
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
方
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
締
め
ま
し
ょ
う
。

豊
　
キ
ャ
リ
ア
の
問
題
も
そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
、

そ
の
人
た
ち
の
背
後
に
あ
る
価
値
観
や
思
考
に

も
っ
と
思
い
を
馳
せ
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
人

同
士
な
ら
あ
う
ん
の
呼
吸
で
伝
わ
る
よ
う
な
こ

と
で
も
、
も
っ
と
明
確
な
言
葉
で
説
明
し
た
ほ

う
が
い
い
場
合
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。
人

材
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
化
さ
せ
な
い
と
。

戸
　
そ
の
こ
と
に
も
関
連
し
ま
す
が
、
日
本
人

と
は
何
か
、
日
本
は
ど
ん
な
国
か
、
と
い
う
自

分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
っ
と
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
が

何
者
で
あ
る
か
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
相
手
も

理
解
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
強
調
し
た
い
で

す
ね
。

萩
　
こ
う
い
う
調
査
を
し
て
お
き
な
が
ら
、
こ

ん
な
こ
と
を
言
う
の
は
、
あ
る
意
味
、
矛
盾
し

て
い
る
ん
で
す
が
、「
ベ
ト
ナ
ム
人
は
こ
う
だ
」

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
こ
う
だ
」
と
い
う
先
入

観
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
ず
に
、
目
の
前
に
い
る
ベ

ト
ナ
ム
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
真
剣
に
向
か

い
合
う
こ
と
が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。
互
い
の

違
い
を
認
め
つ
つ
、
同
じ
人
間
と
し
て
理
解
し

合
う
。
本
書
が
そ
の
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
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